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一
、
問
題
の
所
在

三
木
清
が
、
昭
和
十

一
年

(
一
九
三
六
)

一
月
に
発
表
し
た

「西
田
哲
学

の
性
格
に

つ
い
て
」
に
於
い
て
、
「西

田
哲
学
は
現
在
が
現
在

を

限
定
す
る
永
遠
の
今

の
自
己
限
定
の
立
場
か
ら
考

へ
ら
れ
て
を
り
、
そ
の
た
め
に
実
践
的
な
時
間
性
の
立
場
、
従

っ
て
過
程
的
弁
証
法

の
意
味
が
弱
め
ら
れ

て
い
は
し
な

い
か
と
思
ふ
」
「
こ
れ
ら
の
疑
問
は
西
田
哲
学
に
於
け
る

「永
遠

の
今
」
の
思
想

に
集
中
す
る
」
と
記
し

た
が
、
「永
遠

の
今
」
の
思
想
に
集
中
す
る
、
と
は
如
何
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
言
う
弁
証
法
が
、
西
田
独
自

の
場
所
的
弁
証
法
と
呼
ば
れ
る
論
理
で
あ
り
、
「永
遠
の
今
」
が
時

の
理
解

に
於

い
て
場
所
的
弁
証

法

に
共
通
す
る
論
理
構
造
を
持

つ
こ
と
も
、
今
日
で
は
周
知
の
所
で
あ
ろ
う
。
ま
た
西
田
自
ら
も
、
「永
遠

の
今
」
を
本
格
的
に
論
じ
た
昭

和

七
年

(
一
九
三
二
)

の

『無
の
自
覚
的
限
定
』
の
序
文
で

「愛
と
か
社
会
的
限
定
と
か

い
ふ
も
の
の
真

の
意
義
は
此
論
文

(時
間
的
な
　

る
も
の
及
び
非
時
間
的
な
る
も
の
)
に
於
て
も
前

の
論
文
に
於
て
も
尚
十
分
に
考

へ
ら
れ
て
い
な

い
」
(西
田
幾
多
郎
全
集
第
六
巻
八
頁
)

と

記
し
た
が
、
三
木

の
語
は
そ
れ
か
ら
既
に
四
年
を
経
、
西
田
自
身
も

『
哲
学
の
根
本
問
題
続
編
』
(
一
九
三
四
)
、
『哲
学
論
文
集
第

一
』

(
一
九
三
五
)
、
『善

の
研
究
』
新
版
序
文

(
一
九
三
六
)
を
著
し
て
所
謂
、
後
期
思
想

(四
期
分
類
の
第
四
期
)

の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
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い
た
。
従

っ
て
、
『無
の
自
覚
的
限
定
』

の
時
代
も
西
田
哲
学
の
展
開
過
程
の
上
で
は
通
過
点
で
は
あ
る
。

西
田
哲
学
の
進
展
と
は
、
周
知
の
如
く
単
な
る
意
志
か
ら

「作
る
も
の
」
、
「ポ
イ

エ
シ
ス

(制
作
)
」
を
介
し

て

「歴
史
性
」
「歴
史
的

世
界
」
と
言
う
、
「純
粋
経
験
か
ら
場
所
の
論
理

へ
」
の
定
式
を
以
て
三
段
階
乃
至
四
段
階
に
分
類
さ
れ
る
が
、
根
本
的
な
関
心
と
い
う
意

味
で
、
大
き
く
は
個
人
的
自
己
の
自
覚
か
ら
、
世
界
の
事
実
構
造

へ
と
移

っ
て
行
く
。
そ
し
て
西
田
哲
学
の
進
展
に
伴

っ
て
、
「今
」
概
念

を
始
め
と
す
る
、
時
間
の
解
釈
と
内
容
も
相
応

の
変
貌
を
見
せ
る
こ
と
も
看
過
で
き
な

い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
西

田
哲
学
が

「今
」
「現
在
」

と
い
う
概
念
、
つ
ま
り

「今
」
「現
在
」
と
い
う
問
題
に
如
何
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
か
、
後
に
見
る
よ
う
に
そ
れ

は
西
田
哲
学
の
隠
れ
た
基

底
を
成
し
て
い
る
と
す
ら

い
え
る
。
時
間
に

つ
い
て
の
西
田
の
理
解
を
探
る
こ
と
は
、
西
田
哲
学
に
於
け
る
そ

の
意
味
を
考
え
る
の
み
な

ら
ず
、
時
間
を
め
ぐ
る
問
題
に
も
少
な
か
ら
ぬ
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

「今
」

「現
在
」

の
概
念
を
め
ぐ

っ
て
、
西
田
哲
学
を
時

ゆ

間
と
い
う
問
題
か
ら
暫
く
考
え
て
見
た

い
。

二
、
「永
久
の
今
」
と

「永
遠
の
今
」

初
期
の
西
田
が
時
間
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
如
何
な
る
理
解
を
抱

い
て
い
た
か
。
『善

の
研
究
』

の
有
名
な

一
段
、
「個
人
あ

っ
て
経
験

あ
る
に
あ
ら
ず
。
経
験
あ
り
て
個
人
あ
る
の
で
あ
る
。」
と
い
う
直
前
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
、

一
-
二
八

経
験
は
時
間
、
空
間
、
個
人
を
知
る
が
故
に
時
間
、
空
間
、
個
人
以
上
で
あ
る
。

と
い
う
語
が
あ

っ
て
、
経
験
が
時
間
、
空
間
、
個
人
に
対
し
て
よ
り
先
な
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
同
書

「実
在
」

で
は
、

一
-
七
三

意
識
現
象
が
時
間
と
い
ふ
形
式
に
由

っ
て
成
立
す
る
者
と
す
れ
ば
、
時
間

の
性
質
上

一
た
び
過
ぎ
去

っ
た
意
識
現
象
は
再

び
還
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
時
間
は
唯

一
つ
の
方
向
を
有
す
る
の
み
で
あ
る
。
…
併
し
今
直
接
経
験

の
本
に
立
ち
還

っ
て
見
る
と
、
此

等
の
関
係
は
全
く
反
対
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
時
間
と
い
ふ
の
は
我
々
の
経
験
の
内
容
を
整
頓
す
る
形
式

に
す
ぎ
な
い
の
で
、
時
間
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と
い
ふ
考
の
起
る
に
は
先
づ
意
識
内
容
が
結
合
せ
ら
れ
統

一
せ
ら
れ
て

一
と
な
る
こ
と
が
で
き
ね
ば
な
ら
ぬ
。

…
反

つ
て
時
間
は
此

統

一
作
用
に
由

つ
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
わ
れ
る
時
間
は
、
意
識
の
統
覚
作
用
に
対
し
て
下
位
に
位
置
す
る
統

一
の
対
象
で
あ
り
、
単
に

一
方
向

に
経
過
す
る
時
間
で

あ
る
。
続
け
て
唯

一
ケ
所
、
「時
間
の
経
過
と
は
此
発
展
に
伴
ふ
統

一
的
中
心
点
が
変
じ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
、
此
中
心
点
が

い
つ
で
も

「今
」

で
あ
る
」
(
一
-
七
四
)
と
い
う
、
移
動
す
る

「今
」
が
語
ら
れ
る
が
、
意
識
現
象
自
体
の
分
析
に
主
た
る
関
心
の
あ

っ
た
こ
の
時
代
の
西

田
は
、
意
識
の
時
間
性
を
対
象
化
す
る
に
は
到

っ
て
い
な
い
。
こ
の
意
識

の
統
覚
作
用
と
ほ
ぼ
同
義
の

「意
志
」
が
、
以
後
の
哲
学
に
於

て
発
展
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
西
田
の
初
期
の
論
考
の
中

で
、
時
間
に
関
す
る
最
も
早
い
考
察
の
例
は

「永
久
の
今
」
で
あ
ろ
う
。

大
正
二
年

(
一
九

=
二
)
か
ら
執
筆
さ
れ
、
大
正
六
年

(
一
九

一
七
)
十
月
に
刊
行
さ
れ
る

『自
覚
に
於
け
る
直
観
と
反
省
』
に
、
「永

久

の
今
」
の
語
は
見
出
せ
る
が
、
後
述
す
る

「永
遠

の
今
」
と
言
う
概
念
の
前
段
階
を
な
す
と
い
え
る
。

『自
覚
に
お
け
る
直
観
と
反
省
』
は

『善
の
研
究
』
以
後
の
展
開
と
し
て
絶
対

(自
由
)
意
志

の
立
場
を
と
り
、
場
所

の
論
理
以
前
の

段
階

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
序
文
で
も
、
「
」
二
十
九
」
に
至

っ
て
余
は
遂
に
是
迄
の
議
論
を
清
算
し
た
。
…
此
節
は
余
が
此
書
も
於

て
達

し
得
た
最
後
の
立
場
で
あ
る
。
」
(ニ
ー

一
〇
)
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の

「三
十
九
」
(
ニ
ー
二
五
五
)
に
於
け

る
転
回
点
が
、
純
粋

経
験

に
替
わ
る
自
覚
を
経

て
拓
か
れ
た

「絶
対
意
志

の
立
場
」
(改
版
序

二
ー

一
二
)
で
あ

っ
た
。
今
、
時
間
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
部
分

だ
け

に
注
意
し
て
み
る
と
、
そ
れ
以
前
は
、

二
ー
三
三

「時
」
と

い
ふ
の
は
我
々
の
経
験
を
統

一
す
る
形
式
で
あ

っ
て
、
此

の
如
き
形
式
に
よ

つ
て
経
験
を
統

}
す
る
こ
と
の
で

き
る
の
は
、
我
々
の
超
越
的
統
覚
の
統

一
作
用
に
よ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
即
ち
余
が
上
に
云

つ
た
様
に

「時
」
は
我
々
の
当
為

の
意
識
に
基
い
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

ニ
ー
八

一

時
間
、
空
間
は
知
覚

に
よ
つ
て
与

へ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
経
験

の
材
料
を
統

一
す
る
我
々
の
思

惟
形
式
に
過
ぎ
な

い

O
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と
言
う
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
「三
十
九
」
の
転
回
後
に

「永
久

の
今
」
は
頻
出
す
る
こ
と
が
判
る
。

二
i
二
七

一

ベ
ル
グ
ソ
ン
は
純
粋
持
続
に
於

て
は

一
瞬
の
過
去
に
も
返
る
こ
と
が
で
き
な

い
と

い
ふ
が
、
此

語
は
既
に
意
志
の
足
跡

を
反
省
し
た
言
で
あ
る
。
若
し
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
創
造
的
進
化
が
此
の
如
き
も
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
死
物
で
あ

る
、
生
き
た
純
粋
持
続

で
は
な
い
。
真

の
純
粋
持
続
は

一
面
に
於
て
無
限
の
発
展
た
る
と
共
に
、

一
面
に
お

い
て

「永
久

の
今
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
ベ

ル
グ
ソ
ン
は
後
の
方
面
を
見
逃
し
て
い
る
と
思
ふ
。

ニ
ー
二
八
四

忽
然
と
し
て
生
じ
現
れ
来
る
直
接
の
経
験
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
…
余
は
之
を
絶

対
自
由
の
意
志
と
見
る

の
が
最
も
そ
の
真
に
近
い
と
思
ふ
、
…
真
実
在
は
無
限
な
る
発
展

Φ
αq
お
ωω
自
ω
で
あ
る
と
共
に
無
限
な
る
復
帰

お
鴨
Φ
ωω
¢
ω
で
あ
る
、

一
方
か
ら
見
れ
ば
当
為
即
事
実
と
い
ふ
様
に
無
限
の
進
行
で
あ
る
と
共
に
、

一
方
に
於
い
て
は
自
由
に
そ
の
元
に
返
り
得
る

「永
久

の
今
」
で
あ
る
。

ニ
ー
三
三

一

此
等
の
現
象
界
の
す
べ
て
を
結
合
す
る
も
の
は
、
時
空
を
超
越
し
た

「永
久
の
今
」
と
も
云
ふ
べ
き
我
々
の
意
志
其
者

で
あ
る
。
此
意
志
の
中
心
が
何
時
で
も
現
在
で
あ

っ
て
、
「此
」
と

い
ふ
語
を
以
て
表
は
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
意
志
は
種
々
な

る
世
界

の
結
合
点
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
西
田
が
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
「我

々
の
意
志
其
者
」
し
か
も

「絶
対
自
由
の
意
志
」
と
し

て
あ
る

「現
在
」
、
「永
久

の
今
」
と
し
て
の

「現
在
」

「此
」
で
あ

っ
た
。

「唯
超
認
識
的
な
る
意
志

の
立
場
に
依

っ
て
の
み
経
験
を
繰
り
返
し
得
る
」
と
い
う
立
場
を
提
起
し
て
、
「永
久

の
今
」
は
意
志
11
真
の

自
己
で
あ
る
現
在
と
し
て
、
「主
語
」
中
心
の
立
揚
が
言
わ
れ
て
い
る
。

ニ
ー

二
五
五

具
体
的
な
る
真
実
在
は
何
時

で
も
こ
の
現
実
で
あ
る
、
現
実
が
何
処
ま
で
も
全
実
在

の
中
心
と
な
る
の
で
あ
る
。

二
ー

二
七
〇

意
志
は
何
時
で
も
同

一
の
中
心
か
ら
働
く
、
意
志
の
中
心
即
ち
真
の
自
己
は
何
時

で
も
現
在
で
あ
る
の
で
あ
る
。

先
の
序
文
に
於
い
て
、
西
田
は
こ
の
時
代
を
振
り
返

っ
て

「降
を
神
秘

の
軍
門
に
請
う
た
」
と
述

べ
て
い
る
。
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ベ

ル
グ
ソ
ン
を
批
判
す
る

「真
の
純
粋
持
続
は

一
面
に
於
て
無
限
の
発
展
た
る
と
共
に
、

一
面
に
お
い
て

「永
久

の
今
」
で
」
あ
る
が
、

今
と

い
う
自
己
限
定
が
、
純
粋
持
続
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
ベ
ル
グ

ソ
ン
を
批
判
的
に
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
疑
え
な

い
。
し
か
し
、

自
由
意
志
と
し
て
の

「現
在
」
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
は
後
に

「尚
個
人
的
自
己
の
立
場
か
ら
世
界
を
見
る
と

い
ふ
立
場
を
脱
し
て
ゐ
な

い
」

(七
-
一
=

○
)
と
自
ら
反
省
さ
れ
る
。

こ
の
後
の
西
田
哲
学
は
、
昭
和
二
年

(
一
九
二
七
)
の

『働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
』
後
半
の

「働
く
も
の
」
(
一
九
二
五
)
「場
所
」

(
一
九
二
六
)
に
於

い
て
場
所
の
論
理
が
唱
え
ら
れ
、
述
語
的
論
理
主
義
の
論
理
、
即
ち
無
の
論
理
の
最
初
の
表
明
が
あ

っ
て
、
「弁
証
法

的

一
般
者
の
立
場
」
が
確
立
さ
れ
る
。
こ
れ
以
降
、
西
洋
哲
学
を
相
手
取
る
、
西
田
哲
学
の
独
自
性
が
確
立
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、

一
方
、

「永

久
の
今
」
は
、
「絶
対
自
由
の
意
志
」
と
し
て
の

「現
在
」
で
あ
る
と
す
る
立
場
は
、
こ
の

『働
く
も
の
か
ら

見
る
も
の

へ
』
(
一
九

二
七
)
「物
理
現
象
の
背
後
に
あ
る
も

の
」
(
一
九
二
四
)
に
於
い
て
も
、

四
-
五
七

時
間
空
間
と

い
ふ
の
は
通
常
働
く
物
の
相
互
関
係
の
形
式
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
寧
ろ
意
志
表
現
の

一
般
的

形
式
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
。

四
i
六
〇

そ
れ
で
は
物
理
的
空
間
を
互
に
相
関
係
せ
し
め
物
理
的
世
界
を
構
成
す
る
も
の
は
何

で
あ
る
か
。
私
は
之
を
我
々
の
意
志

の
自
覚
に
求
め
る
の
外
は
な
い
と
思
ふ
。

四
1
六

一

併
し
自
覚
は
単
に
閉
ぢ
ら
れ
た

一
つ
の
円
形
で
は
な
く
、
ブ
イ
ヒ
テ
の
事
行
の
如
く
無
限
な
る
進
行

で
あ
る
。
此
故
に
唯

一
な
る
自
己
の
意
識
が
成
り
立
ち
、
繰
返
す
こ
と
の
で
き
な

い

「時
」
の
形
式
が
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
「永
久
の
今
」
の
語
は
見
ら
れ
な
い
が
、
時
間
、
空
間
の
背
後
に
そ
れ
ら
現
象
を
可
能
に
す

る
意
志
を
見
て
い
る
。

時
は
単
に
経
過
し
て
行
く
の
で
は
な

い
。
意
志
に
よ

っ
て
、
今
目
的
に
は
想
起
に
よ

っ
て
、
過
去
未
来
が
現
在
に
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
時
、

西
田
自
身
は
純
粋
意
識
か
ら
自
由
意
志

へ
の
立
場
が
転
機
を
迎
え
、
数
学
理
論

へ
の
傾
斜
を
見
せ
始
め
て
い
た
は
ず
だ
が
、
意
識
が
時
間

性
、

そ
れ
も
可
逆
的
な
自
由
と
し
て
時
間
性
が
理
解
さ
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
意
志
の
中
心
と
し
て
の
現
在
と
い
う
発
想
は
持
続
さ
れ
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て
い
る
と

い
え
る
。

「永
久
の
今
」
と
言
う
と
き
の
時
間
は
、

「今
」
と
い
っ
て
も
そ
れ
は

「意
志
」
「自
由
意
志
」
的
な
も
の
と

し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、

そ

の
限
り
で
は
、
時
間
は
ノ
エ
マ
的
対
象
と
し
て
背
後
に
退
い
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
以
後
、
西
田
に
は

「永
久
の
今
」
に
連
な
る
時

へ
の
言
及
が
極
端
に
見
ら
れ
な
く
な
る
。
『
一
般
者

の
自
覚
的
体
系
』
(
一

九

三
〇
)
以
後
も
、
そ
の
関
心
は
も

っ
ぱ
ら

「自
己
」
「自
覚
的
自
己
」
の
ノ

エ
シ
ス
ー
ノ

エ
マ
的
限
定
の
関
係
に
あ

っ
て
、
そ
の
間
に
西

田
哲
学
の
重
要
概
念
は
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
し
ば
ら
く

「時
」
は
そ
の
主
要
な
関
心
か
ら
外
れ
て
い
る
。

「永
遠

の
今
の
自
己
限
定
」
(
一
九
三

一
・
六
)
と
い
う

一
章
を
収
め
る

『無
の
自
覚
的
限
定
』
は
、
昭
和
七
年

(
一
九
三
二
)
十
月
の

刊
行
で
あ
る
。

一
般
に
、
西
田
の
第
三
期
と
さ
れ
、
場
所
の
論
理
が

「私
と
汝
」
(
一
九
三
二
)
、
「私
と
世
界
」
(
一
九
三
三
)
を
経
て

「弁

証
法
的

一
般
者
と
し
て
の
世
界
」
(
一
九
三
四
)

へ
と
確
立
さ
れ
て
行
く
前
段
階
に
当
た
る
。
そ
れ
は
、
主
語
論
理
主
義
か
ら
述
語
論
理
主

義

へ
の
転
換
が
達
成
さ
れ
、
西
田
哲
学

の
独
自
性
が
確
立
さ
れ
る
時
代
の
著
作
で
あ

っ
た
。
弁
証
法
的

一
般
者
の
立
場
を
受
け
て
、
『
一
般

者

の
自
覚
的
体
系
』
(
一
九
三
〇
)
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た

「絶
対
無

の
自
覚
的
限
定
」
と
い
う
立
場
が
、
『無

の
自
覚
的
限
定
』
に
於
て

も
体
系
構
築
の
原
理
と
な

っ
て
お
り
、
同
時
に

「弁
証
法
的
世
界
」

へ
の
先
駆
け
と
な

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「私
と
汝
」
で
は
、
現
実

の
世
界
が
生
即
死
、

一
即
多
、
非
連
続
の
連
続
と
い
う
構
造
を
も
ち
、
そ
の
世
界
の
弁
証
法
的
運
動
の
主
体
は
絶
対
の
非
連
続
の
連
続

の

媒
介
者
と
し
て
の
無
の

一
般
者
で
あ
り
、
無
の

一
般
者
の
自
己
限
定
は
矛
盾
的
自
己
同

一
と
い
う
論
理
的
構
造
を
も

つ
こ
と
が
解
明
さ
れ

る
。
「永
遠
の
今
」
と
呼
ば
れ
る
西
田
独
自
の
時
の
概
念
は
、

こ
の

『無
の
自
覚
的
限
定
』
で
鮮
明
に
な
る
。
こ
の
時
代
の
西
田
の
時
間
に

対
す
る
考
え
を
検
討
す
る
に
は

『無

の
自
覚
的
限
定
』
は
、
中
心
的
な
著
作
と
い
え
る
。

即
ち
、
同
書
の

「永
遠
の
今

の
自
己
限
定
」

(
一
九
三

一
・
六
)
、
「時
間
的
な
る
も
の
及
び
非
時
間
的
な
る
も
の
」
(
一
九
三

一
・
九
)
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に
於

い
て
追
求
さ
れ
る
、
絶
対
無
の
ノ

エ
マ
的
限
定
、
絶
対
無
の
自
覚
的
限
定
と
し
て
の

「永
遠

の
今
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
無
限
の
過
去
、
無
限
の
未
来
が
現
在

の

一
瞬
に
収
敏
す
る
、
過
去
未
来
を
包
む
現
在
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在

の

一
瞬
が
永
遠
に
触

れ

る
、
時
は

「永
遠

の
今
の
自
己
限
定
」
「非
連
続
の
連
続
」
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
る
。

し
か
し
こ
の

「永
遠
の
今
の
自
己
限
定
」
は
、
時
に

つ
い
て
の
あ
る
原
理
的
な
構
造
の
提
起
を
果
た
し
て
い
る
が
、
西
田
の
思
弁
も
雑

多

な
問
題
を

一
気
に
抱
え
て
決
し
て
整
然
と
し
て
は
い
な
い
。永
遠

の
今
と
い
う
語
の
元
来
の
源
泉
で
あ
る

エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
に
始
ま

っ
て
、

神
、
愛
、
霊
、
非
合
理
性
、
死
等
々
を
め
ぐ

っ
て
論
理
は
錯
綜
と
し
て
い
る
。
た
だ
永
遠

の
今
の
論
理
の
原
基
的
な
部
分
は
明
快
に
提
起

さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

六
1

一
八
二

永
遠
の
今

ロ
ニ
昌
o
鋤
9
興
⊆
昌
ニ
ヨ

と
考

へ
ら
る
も
の
は
、
エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
の
云
ふ
如
く
無
限
の
過
去
と
無
限
の
未
来
と
が

現
在

の

一
点
に
於
て
消
さ
れ
る
と
考

へ
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
神
は
創
造

の
始

の
日
の
如

く
今
も
尚
世
界
を
創
造

し
つ
》
あ
り
、
時
は
い
つ
も
新
に
、

い
つ
も
始
ま
る
と
い
ふ
意
味

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
の
を
基
本
的
な
定
義
と
す
る
が
、
神
と
い
う
語
は
直
ち
に
西
田
独
自
の
論
理
に
換
骨
奪
胎
さ
れ
る
。
即
ち
、

六
1

一
八
六

無
に
し
て
自
己
自
身
を
限
定
す
る

一
般
者
の
自
己
限
定
と
し
て
即
ち
絶
対
無

の
自
覚
的
限
定
と
し
て
時
と
い
ふ
も
の
が

考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

六
1

一
八
八

す
べ
て
の
時
を
限
定
す
る
絶
対
的
現
在
と
も

い
ふ
べ
き
も
の
は
、
周
辺
な
く
し
て
到
る
所
に
中
心
を
有

つ
絶
対
無
の
自

覚
的
限
定
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
か
N
る
意
味
に
於

て
絶
対
的
現
在
と
考

へ
ら
れ
る
も
の
は
何
処
に
て
も
始
ま
り
、
瞬
間
毎
に
新

に
、
い
つ
で
も
無
限
の
過
去
、
無
限
の
未
来
を
現
在

の

一
点
に
引
き
寄
せ
る
こ
と

の
で
き
る
永
遠

の
今
と
い
ふ

こ
と
が
で
き
、
時
は

永
遠
の
今

の
自
己
限
定
と
し
て
成
立
す
る
と
考

へ
る
こ
と
が
で
き
る
。

更
に

「場
所
の
自
己
限
定
と
し
て
の
意
識
作
用
」
で
は
、

六
1

=
一=

そ
こ
に
は

一
瞬

】
瞬
に
消
え
去
る
と
共
に
、
消
え
去
ら
ざ
る
も

の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
記
憶

の
底
に
は

「永
遠
の
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今
」
と
い
ふ
如
き
直
覚
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

六
1

=
三

一

過
去
も
現
在
に
向

っ
て
流
れ
、
未
来
も
現
在
に
向
か

っ
て
流
れ
る
の
で
あ
る
、
我
々
の
世
界
は
現
在
よ
り
出
て
現
在
に

還
る
の
で
あ
る
。

六
-

一
四
〇

真

の
現
在
は
各
人
の
現
在
で
あ
り
、
各
人
は
各
人
の
現
在
を
も

つ
。

あ
る
い
は
、
「時
間
的
な
る
も
の
及
び
非
時
間
的
な
る
も
の
」
で
も
、

六
-
二
三
四

時
と
い
ふ
の
は
普
通
に
過
去
か
ら
未
来

へ
進
み
行
く
無
限

の
流
の
如
く
に
考

へ
ら
れ
る
が
、
か

㌻
る
考
を
以
て
し
て
は

真
の
時
と

い
ふ
も
の
を
考

へ
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
而
も
現
在

の
な
い
時
は
可
能
的
な
る
時
に
過
ぎ
な
い
。
時
は
現
在
が
現
在
自
身

を
限
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
無
の
自
己
限
定
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
物

か
が
あ

っ
て
現
在
を
限
定
す
る
と
云

へ
ば
現
在

で
は
な
く
な
る
。

六
i
二
一二
五

真

の
永
遠
と
い
ふ
も
の
は
単
に
時
を
超
越
し
た
も
の
で
は
な
く
し
て
之
に
於
て
無
数

の
時
が
成
立
す
る
空
間
の
如
き
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
-
二
三
六

絶
対
の
愛
と
考

へ
ら
れ
る
も
の
は
、
之
に
於

て
無
数
の
時
が
限
定
せ
ら
れ
る
永
遠
の
今
と
い
ふ

こ
と
が
で
き
る
、
時
を

包
み
時
を
成
立
せ
し
め
る
空
間
と
考

へ
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
に
永
遠
の
今

の
基
本
構
造
が
示
さ
れ
た
が
、
し
か
し

「永
遠

の
今
の
自
己
限
定
」
と
言
う
論
文
が
、
宗
教
的
な
要
素
も
内
包
し
て
い

る
為
か
西
田
の
関
心
も

「永
遠
」
で
あ

っ
た
り
、
「今
」
で
あ

っ
た
り
し
て
、
明
晰
を
欠
く
。
そ
れ
は

一
方
で
ノ
エ
シ
ス
ー
ノ
エ
マ
関
係
を

方
法
と
し
て
持

つ
た
め
に
時
間
が
対
象
化
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

六
1

=

「永
遠

の
今
」
は
絶
対
無
の
自
覚
的
限
定
の
ノ
エ
マ
的
方
向
に
考
え
ら
れ
る
。

六
-
三
九

「時
」
と
い
ふ
の
は
か
ン
る
ノ
エ
マ
的
内
容
の
範
疇
的
限
定
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
、
所
謂
事
実
と
考

へ
ら
れ
る
も
の

は
か
}
る
内
容

の
判
断
的
に
言
表
せ
ら
れ
た
も

の
に
外
な
ら
な

い
。
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と

い

っ
た
よ
う
に
、
つ
ま
り
絶
対
無

の
自
覚
的
限
定

(純
粋
ノ
エ
シ
ス
)
の
内
、
ノ
エ
マ
的
限
定
が

「永
遠

の
今
の
自
己
限
定
」
、
ノ
エ
シ

ス
的

限
定
が

「絶
対
の
愛
」
で
あ
り
、
『無

の
自
覚
的
限
定
』
「生
の
哲
学
に
つ
い
て
」
で
は
、
真

の
生
は
ノ

エ
マ
的
に
知
ら
れ
る
も
の
で

は
な

く
、
ノ
エ
シ
ス
的
に
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
絶
対
無
の
ノ

エ
シ
ス
的
限
定

の
方
向
に
こ
そ
生
は
捉
え
ら
れ
る
意
味
の
こ
と
を
述
べ

て

い
る
。
従

っ
て
自
己
と
い
う
課
題
か
ら
、
ノ
エ
シ
ス
、
ノ
エ
マ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
縛
ら
れ
て
自
覚
的
自
己
が
ノ

エ
シ
ス
的
で
あ
る
に
対

し
て
、
ノ
エ
マ
的
限
定
で
あ
る
時
間
や
記
憶
は
、
さ
し
あ
た

っ
て
根
本
的
な
問
題
と
は
見
な
さ
れ
な

い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
『哲
学
の

根
本

問
題

続
篇

(弁
証
法
的
世
界
)
』
(
一
九
三
四
)
の

「弁
証
法
的

一
般
者
と
し
て
の
世
界
」
で
は
、

七
-
一=

○

「私
と
世
界
」
は
主
と
し
て
行
為
的
自
己
の
立
場
か
ら
論
じ
た
も
の
で
、
従

っ
て
い
く
ら
か

一
般
的
限
定
の
意
義
を
含

め
た
も
の
で
あ
る
が
、
『無
の
自
覚
的
限
定
』
の
中
に
収
め
た

「私
と
汝
」
に
於
て
論
じ
た
所
は
個
物
的
限
定
、
ノ
エ
シ
ス
的
限
定
の

立
場
が
主
と
な

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
、
従

っ
て
尚
個
人
的
自
己
の
立
場
か
ら
世
界
を
見
る
と
い
ふ
立
場
を
脱
し
て
ゐ
な

い
。

と
自
ら
語

っ
て
い
る
が
、
確
か
に
、

六
ー

一
八
五

自
己
が
自
己
自
身
を
知
る
所
、
そ
こ
に
現
在
が
あ
り
、
現
在
が
現
在
自
身
を
限
定
す
る
所
、
そ

こ
に
自
己
が
あ
る
。

六
ー

一
八
七

我
が
時
に
於
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
時
が
我
に
於
て
あ
る
の
で
あ
る
、
絶
対
時
と
い
ふ
如
き
考

へ
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ

な
い
。

等

の
語
は
そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。

『無
の
自
覚
的
限
定
』
以
後
、
『哲
学
の
根
本
問
題

続
篇
』
(
一
九
三
四
・
一
〇
)
「弁
証
法
的

一
般
者
と
し
て
の
世
界
」
(
一
九
三
四

・

六
)

で
も
、
絶
対
弁
証
法
的
世
界

の
自
己
限
定
と
し
て
、

七
-
三

一
八

時
が
永
遠
の
現
在

の
自
己
限
定
と
し
て
考

へ
ら
れ
る
と

い
ふ
所
以
で
あ
る
。

七
-
四
二
八

併
し
時
は
永
遠

の
今
の
自
己
限
定
と
し
て
成
立
す
る
。

と
言
い
、

「永
遠
の
現
在
」
と
言
う
語
が
見
ら
れ
る
が
、
同
書
は
ま
た
、
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七
ー
二
〇
三

前
書
の

「私
と
世
界
」
に
於

て
は
尚
自
己
か
ら
世
界
を
見
る
と
い
ふ
立
場
が
主
と
な

っ
て
ゐ
た

と
思
ふ
。
従

っ
て
客
観

的
限
定
と
い
ふ
も
の
を
明
に
す
る
の
が
不
十
分
で
あ

っ
た
。
我
々
の
個
人
的
自
己
と
い
ふ
も
の
は
自
己
自
身
を
限
定
す
る
世
界
の
個

物
的
限
定
に
即
し
て
考

へ
ら
れ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

と
、
時
間
は
場
所
的
限
定
、
空
間
的
円
観
環
的
意
義
を
持

つ
と
い
う
。

そ
し
て
、
『哲
学
論
文
集
第

一
』
(
一
九
三
五
・
=

)
に
は
、
時
問
に
空
間
と
い
う
要
素
が
論
理
的
に

一
体
の
も

の
と
し
て
登
場
し
始
め

る
。八
1

一
〇

現
在
は
空
間
的

・
時
間
的
で
あ
り
、
現
在
が
自
己
矛
盾
的
に
自
己
自
身
を
限
定
す
る
と
い
ふ
こ
と

か
ら
、
時
が
成
立
す
る

の
で
あ
る
。

そ
し
て

「行
為
的
直
観

の
立
場
」
で
は
、

八
ー
二
〇
三

ベ
ル
グ
ソ
ン
は
習
慣
を
生
命

の
物
質
化
と
考

へ
た
。
私
は
之
に
反
し
エ
ラ
ン

・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
を
能
働
的
習
慣
の
発
展
と

考

へ
る
の
で
あ
る
。
ベ
ル
グ
ソ
ン
は
時
間
的
な
る
も
の
を
主
と
し
て
空
問
的
な
る
も
の
を
従
と
考

へ
た
。
私

は
そ
れ
を
逆
に
考

へ
る

の
で
あ
る
。

『哲
学
論
文
集
第
二
』
(
一
九
三
七
・
一
一
)
に
も
、

八
ー
三
〇
〇

時
間
即
空
間
、
空
間
即
時
間
な
る
永
遠
の
今

の
自
己
限
定
は
形
成
作
用
的
で
あ
る
。

八
ー
五
二
七

世
界
は
時
間

・
空
間
的
に
自
己
自
身
を
限
定
し
行
く
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
力
の
世
界

で
あ
る
。
世
界
は
時
間
即

空
間
、
空
間
即
時
間
の
矛
盾
的
自
己
同

一
と
し
て
自
己
自
身
を
限
定
し
行
く
。
そ
れ
を
永
遠
の
今

の
自
己
限
定
と
い
ふ
。
個
物
と
個

物
と
の
相
互
限
定
の
世
界
と
し
て
非
連
続

の
連
続
の
世
界
で
あ
る
の
で
あ
る
。

八
ー
五
八

一

過
去
と
未
来
と
の
相
反
す
る
両
方
向
の
中
断
面
と
し
て
、
い
つ
も
意
識
の
世
界
と
い
ふ
も
の
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

と

い
う
が
、
同
書
は
も
う

一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
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八
-
五
三
六

時
は
矛
盾
的
自
己
同

一
と
し
て
の
現
在
か
ら
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

八
ー
五
三
七

現
在
は
多

の

=

の
多
と
し
て
、
個
性
的
形
成
に
於
て
定
ま

つ
た
方
向
を
有

つ
て
居
る
の
で
あ

る
。

八
-
五
六
四

抽
象
的
思
惟
の
立
場
に
於
て
は
、
時
間
と
空
間
と
は
何
処
ま
で
も
結
び
付
か
な
い
と
考

へ
ら
れ

る
。
併
し
現
実
は
両
者

の
矛
盾
的
自
己
同

一
で
あ
る
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
時
を

一
多
と
そ
の
矛
盾
的
自
己
同

一
と
し
て
理
解
す
る
視
点
が
見
え
る
。
こ
の

『哲
学
論
文
集
第
二
』
に
は
、
依
然
と
し
て

「
永
遠
の
今

の
自
己
限
定
」

の
語
が
見
え
、
そ
の
内
容
も
ほ
ぼ

『無
の
自
覚
的
限
定
』
を
踏
襲
し
て
い
る
。
「意
識

の
世
界
」

(八
-
五
八

一
)
と
い
う
語
も
、
「永
遠

の
今
」
意
味
に
等
し
い
。
空
間
と
い
う
要
素
は
、
そ
れ
以
前
に
も
存
在
し
た
。
し
か

し
、
「行
為
的
直
観
の
立

場
」
に
於
い
て

「永
遠
の
今
そ
の
も
の
の
自
己
限
定
と
し
て
歴
史
的
自
然
と
い
ふ
」
「永
遠
の
今
の
世
界
は
、
云
は
ば

習
慣
的
存
在
と
し
て
、

習
慣
的
に
自
己
自
身
を
限
定
す
る
」
と
い
い
だ
し
た
時
、
永
遠

の
今
は
過
去
未
来
を
収
敏
す
る
現
在
と
い
う
性
格

か
ら
、
新
た
な
要
素
を

懐

胎
し
て
い
る
。

こ
の
後
、
昭
和
十
三
年

(
一
九
三
八
)
か
ら
西
田
は
、
「目
本
文
化
の
問
題
」
を
発
表
す
る
。
い
ま
、
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
昭
和
十
五
年

(
一
九
四
〇
)
三
月
刊
行
の

『
日
本
文
化
の
問
題
』
か
ら
引
用
す
る
と
、

一
ニ
ー

三
〇
八

時
の
現
在
に
お
い
て
過
去
は
既
に
過
ぎ
去

っ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
尚
過
ぎ
去
ら
な
い
も

の
で
あ
り
、
未
来
は
未
だ

来
ら
な

い
も
の
で
あ
る
が
既
に
現
わ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
矛
盾
的
自
己
同

一
と
し
て
時

の
形
式
と

い
う
も
の
が
成
立
す
る
。
・

時

は
そ
の
成
立
の
根
源
に
お
い
て
空
間
的
で
あ
り
、
空
間
は
そ
の
成
立
の
根
源
に
お
い
て
時
間
的
で
あ
る
の
で
あ

る
。
か
か
る
矛
盾
的
自

己
同

一
の
世
界
に
お
い
て
は
、
独
立
的
な
る
も
の
の
統

一
と
し
て
無
数
な
る
時
が
成
立
す
る
と
考

へ
る
事
が
で
き

る
。

西
田
は
、
真
の
時
と
し
て

「場
所
的
限
定
」
の
意
義
を
見
い
だ
し
、
「空
間
的
限
定
」

「円
環
的
限
定
」
と
言
い
出
す
。
中
村
雄

二
郎
も

ゆ

「永
遠

の
今
」
が

「場
所
的
弁
証
法
」
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
が
、

こ
こ
に
至

っ
て
、
「永
遠

の
今

の
自
己
限
定
」
が
、

「歴

史
的
に
自
己
自
身
を
限
定
し
行
く
と
考

へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
共
に
場
所
自
身
の
自
己
限
定
」
で
も
あ
る
と
言
わ
れ
た
と
き
、
既
に

「永
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遠
の
今
」
は
、
単
な
る
時
間
性
の
意
味
を
超
え
出
て
い
た
。
或
い
は
、
西
田
の
意
は

「永
遠
の
今
」
に
収
ま
ら
な
く
な

っ
て
い
た
。
同
書

の
後
段

(
一
ニ
ー
三
二
〇
)
に
も
、
「絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
の
世
界
は
」
と
言
う
主
語
で
同
様
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
も

過
去
現
在
未
来
と
、
時
間
空
間
の
問
題
が
現
在
に
混
在
し
て
い
て
、
や
は
り
ま
だ
整
然
と
総
括
で
き
て
は
い
な

い
。
そ
れ
ら
を
統
合
す
る

新
た
な
概
念
が
必
要
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

三
、
「永
遠
の
今
」
と

「絶
対
現
在
」

「永
遠

の
今
」
を
唱
え
た

『無
の
自
覚
的
限
定
』
以
後
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
る

「絶
対
現
在
」
も

「永
遠
の
今
」
と
同
義
と
理
解
さ
れ

て
き
た
。
確
か
に

「永
久
の
今
」
以
来
、
基
本
的
に
い
ず
れ
の
語
も
西
田
的
な
意
味
で
の
時
間
的

「今
」
を
指

し
示
し
て
い
る
の
は
間
違

い
な
い
。
し
か
し
、
「永
遠

の
今
」
か
ら

「絶
対
現
在
」

へ
の
変
化
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
れ
は
単
な
る
語
の
言
い
替
え
に
過
ぎ
な

い
の
か
。
こ
の
様
な
課
題
で
、
ま
つ
そ
の
決
定
的
な
分
岐
点
は
何
時
で
あ
る
の
か
、
時
期
を
確
定
す
る
作
業
か
ら
始
め
て
見
た

い
。

昭
和
十
四
年

(
一
九
三
九
)
十

一
月
刊
の

『哲
学
論
文
集
第
三
』
に
収
め
ら
れ
た
論
文

「絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
」
(
一
九
三
九
・三
)

で
は
、
現
在
が
過
去
未
来
と
言
う
時
間
的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
中
心
に
、
そ
の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
の
性
格
が
考
え
ら
れ

て
い
る
。

こ
の

「絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
」
と
言
う
論
文
は
、
標
題
の
示
す
通
り

「絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
」
と
言
う
概
念
を
完
成
し
た
論
考
と
し

て
知
ら
れ
る
。
弁
証
法
的
世
界
の
論
理
構
造
を
相
互
に
矛
盾
す
る
も
の
の
自
己
同

一
と
し
て
解
き
明
か
す
西
田
の
着
想
は
自
身

の
中
で
長

い
歴
史
を
持
ち
、
様
々
な
試
行
錯
誤
を
経
て
よ
う
や
く

「絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
」
と
言
う
概
念
に
定
式
化
さ

れ
た
。
そ
れ
が
こ
の
論
文

で
あ

っ
た
わ
け
だ
が
、

そ
し
て

「絶
対
現
在
」
と
言
う
語
が
定
着
す
る
の
も
、
こ
の
論
文
に
於
い
て
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
勿
論
、
次
の
よ
う
な
、

二
ー

二
五
〇

斯
く
し
て
現
在
は
自
覚
的
発
展
た
る
直
接
経
験
全
体

の
重
心
と
考

へ
る
こ
と
が
で
き
る
、
此

処
に
動
か
す

こ
と
の
で
き
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な
い
現
在

の
絶
対
性
が
あ
る
、
…
現
在
は
我
我
に
対
し
て
絶
対
に
与

へ
ら
れ
た
も
の
、
限
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
我

々
が
之
を

反
省
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
と
考

へ
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
絶
対
無
限
な
る
統

一
線
上
に
あ
る
が
故
で
あ
る
。

で
あ
る
と
か
、
既
に
見
た

(
一
二
二
頁
)
、

六
-

一
八
八

す
べ
て
の
時
を
包
み
、
現
在
が
現
在
を
限
定
す
る
意
味
に
て
、
す
べ
て
の
時
を
限
定
す
る
絶
対
的
現
在
と
も
い
ふ
べ
き

も

の
は
、
周
辺
な
く
し
て
到
る
所
に
中
心
を
有

つ
絶
対
無
の
自
覚
的
限
定
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
…
時
は
永
遠

の
今
の
自
己
限
定

と
し
て
成
立
す
る
と
考

へ
る
こ
と
が
で
き
る
。

と

い
っ
た
用
例
が
早
い
時
期
に
見
出
せ
る
が
、
ま
だ
概
念
と
し
て
成
立
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
論
文

「絶
対

矛
盾
的
自
己
同

一
」
で

は
、九
-

一
五
〇

時

の
瞬
間
に
於
て
永
遠
に
触
れ
る
と
云
ふ
の
は
、
瞬
間
が
瞬
間
と
し
て
真
の
瞬
間
と
な
れ
ば
な
る
程
、
そ
れ
は
絶
対
矛

盾
的
自
己
同

一
の
個
物
的
多
と
し
て
絶
対
の
矛
盾
的
自
己
同

一
た
る
永
遠

の
現
在
の
瞬
間
と
な
る
と
云
ふ
に
外
な
ら
な

い
。
時
が
永

遠

の
今
の
自
己
限
定
と
し
て
成
立
す
る
と
云
ふ
の
も
、
か
N
る
考
を
逆
に
云

っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
…
而
も
現
在
は
多
即

=

即

多
の
矛
盾
的
自
己
同

一
と
し
て
、
時
間
的
空
間
と
し
て
、
そ
こ
に

一
つ
の
形
が
決
定
せ
ら
れ
、
時
が
止
揚
せ
ら
れ
る
と
考

へ
ら
れ
ね

ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
に
時

の
現
在
が
永
遠

の
今
の
自
己
限
定
と
し
て
、
我
々
は
時
を
越
え
た
永
遠
な
も
の
に
触
れ
る
と
考

へ
る
。

と
、
こ
の
よ
う
に
現
在
が
過
去
と
未
来
の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
の
場
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。
現
在
に
於
い
て
過
去
は
未
だ
過
ぎ
去
ら

ず
、
未
来
は
既
に
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
相
互
否
定
的
に

一
と
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
に
は
ま
だ
永
遠
の
今
の
自
己

限
定
と
言
う
表
現
が
見
ら
れ
、
永
遠
の
今
と
い
う
語
の
遅
い
使
用
例
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
す
ぐ
直

後
に
は
、

九
-

一
九
六

行
為
的
直
観
的
自
己
が
何
処
ま
で
も
個
物
的
で
あ
り
、
現
在
が
何
処
ま
で
も
絶
対
現
在
的
で
あ

れ
ば
あ
る
程
、
認
識
が

客
観
的
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
。

と
い
う
表
現
も
見
ら
れ

て
、
絶
対
現
在
と
い
う
語
も
使
用
さ
れ

て
い
る
。
先
に
永
遠

の
今
を
考
え
た
中
で
、
永

遠
の
今
に
は
、
依
然
と
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し
て
過
去
現
在
未
来

の
時
間
概
念
と

い
う
基
本
性
格
が
存
し
、
そ
の
自
己
同

一
的
な
性
格
も
時
間
性
を
失

っ
て
い
な
か

っ
た
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
「絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
」
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
、
多
即

一
一
即
多
の
矛
盾
的
自
己
同

一
と
し
て
、
時

間
的
で
あ
る
と
同
時
に
空

間
的
な
、
時
間
と
空
間
の

「絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
」
と
し
て
の
現
在

で
あ

っ
て
、
い
わ
ば
現
在
と
い
う
概
念

の
抽
象
度
が

一
層
高
ま

っ

て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
「現
在
は
多
即

=

即
多
の
矛
盾
的
自
己
同

一
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
こ
に
永
遠
の
今
と

い
う
語
は
登
場
す
る
が
、
多
即

一
一
即
多

の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
と
言
う
概
念
も
登
場
す
る
。
従

っ
て
永
遠

の
今
こ
そ
抽
象
度
が

一
層

高

ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
。
確
か
に
、
後
の
絶
対
現
在

の
内
容
を
部
分
的
に
永
遠

の
今
が
先
取
り
し
て
い
る
事

実

は
認
め
ら
れ
る
。
既
に

『哲
学
の
根
本
問
題
続
篇
』
「弁
証
法
的

一
般
者
と
し
て
の
世
界
」
(
一
九
三
四
ー
六
)
で
も
、
「個
物
と
個
物
の

媒
介
者
M
」

(七
ー
三
〇
九
)
に

つ
い
て
、

七
-
三

=

T

(時
間
)
と
S

(空
間
)
と
は
固

一
つ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
M
の
両
面
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
、
時
間
と
空
間
を
統
合
し
て
捉
え
る
論
理
が
見
え
る
。
そ
の
個
物
と
個
物
の
媒
介
者
M
は
非
連
続
の
連
続
、
絶
対
否
定
即
肯
定
、
無

即
有
と
理
解
さ
れ
、
場
所
的
限
定

の
意
義
を
持

っ
て
い
る
と
さ
れ
る

(七
-
三

一
四
)
。
今
は
詳
述
で
き
な
い
が
、
「絶
対
に
相
反
す
る
も

の
の
自
己
同

一
と
し
て
、
始
め
て
弁
証
法
的
限
定
」
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
と
き
、
こ
れ
は
時
間
空
間

の
問
題
と
は
別
の
絶
対
矛
盾
的
自

己
同

一
の
論
理
的
ソ
ー
ス
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
に
見
た

『哲
学
論
文
集
第
二
』
(八
i
三
〇
〇
)
や

「種
の
生
成
発
展
の
問
題
」

(八
ー
五
二
七
)
で
も
、

「世
界
は
時
間

・
空
間
的
に
自
己
自
身
を
限
定
し
行
く
、
そ
れ
を
永
遠

の
今
の
自
己
限
定
と
い
う
」
と
い

っ
た
、

時
間
と
空
間
を
矛
盾
的
自
己
同

一
と
見
る
論
理
が
登
場
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
が

一
体
と
な

っ
て
絶
対
矛
盾
的
自

己
同

一
と
し
て
の
絶
対
現

在

と
い
う
概
念
に
収
敏
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
既
に
時
間
空
間
は
先

の
永
遠
の
今
に
も
先
取
り
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
「永
遠
の
今
」
を
経
て

「絶
対
現
在
」
と
い
う
語
を
使
用
し
始
め
る
段
階
で
は
、
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
西
田
に
あ

っ
て
は
、
時
問
と
空

ぐ

　

間
は
不
可
分
の
認
識
の
形
式
を
成
し
て
い
て
、
「事
物
が
現
実

の
世
界
に
存
在
し
変
化
す
る
場
合
の
秩
序
で
あ
る
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
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こ
こ
で
現
在
が
過
去
未
来
と
の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
的
関
係
と
言
う
純
然
た
る
時
間
性
か
ら
脱
却
し
て
、
時
間
空

間
、

一
多
の
矛
盾
的

自
己
同

一
へ
と
展
開
し
て
行
く
萌
芽
を
見
せ
て
い
る
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
当
然
そ
れ
は
ま
だ
流
動
的
で
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の

時
間

の
矛
盾
的
自
己
同

一
と
時
間
と
空
間
の
矛
盾
的
自
己
同

一
と
言
う
、
次
元
の
異
な
る
問
題
が
混
在
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
『哲
学
論
文
集
第
四
』
(
一
九
四

一
)
に
継
が

っ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
今
度
は

「絶
対
現
在
」
の
語
が
、
暫
く

「永
遠
の
今
」

の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
永
遠
の
今
か
ら
絶
対
現
在

へ
、
そ
れ
は
整
然
と
し
た
歩
み
で
は
な

い
が
絶
対
矛
盾
的

自
己
同

一
が

一
層
、

普
遍
的
な
概
念
に
進
展
し
て
行
く
と
い
え
、
西
田
哲
学

の
変
貌
に
対
応
し
て
時
間
を
め
ぐ
る
概
念
も
ま
た
変
貌
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が

こ
こ
で
も
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
昭
和
十
六
年

(
一
九
四

一
)
の

『哲
学
論
文
集
第
四
』
に
至
る
と
、
以
下
の
文
章
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
絶
対
現
在
は
永
遠
の

今
と
言
う
概
念
か
ら
脱
皮
し
て
整
然
と
し
た
概
念
と
し
て
確
立
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、

一
〇
i
二
八
八

単
に
意
識
作
用
的
に
過
去
未
来
が
現
在

へ
同
時
存
在
的
に
、
意
識
的
現
在
が
自
己
自
身
を
限
定
す
る
と
云
ふ
だ
け
で

は
、
尚
働
く
と
云
ふ
こ
と
は
な
い
。
…
働
く
と
云
ふ
に
は
、
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
的
な
る
絶
対
現
在

の
自
己
限
定
と
し
て
、
何
処

ま
で
も
現
在
が
否
定
せ
ら
れ
る
、
時
が
否
定
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
意
識
的
自
己
の
否
定
と
云
ふ

こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
空
間
か
ら
時
間

へ
と
云
ふ
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
多
か
ら

一
へ
と
云
ふ

こ
と
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
〇
1
三
〇
四

過
去
未
来
が
現
在
に
同
時
存
在
的
な
絶
対
現
在

の
世
界
を
映
す
過
去
未
来
を
含
ん
だ
絶
対
現
在

の
自
己
限
定
と
し
て
、

歴
史
的
世
界
の
個
性
的
自
己
形
成
の
主
体
と
な
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
絶
対
現
在
と
は
時
間
と
空
間
の
矛
盾

(的
自
己
同

一
)
関
係
、
時
間
空
間
が
共
に
絶
対
現
在
と
し
て
の

「M
」
(包
摂
的

全
体
)
の
要
因
で
あ
る
。
主
客
は
意
識
と
対
象
、
心
と
身
、
時
空
は
、
主
客

の
秩
序
、
物
の
位
置
等
々
、
整
然
と
し
た
論
理
が
実
現
さ
れ

て
い
る
。
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そ
し
て
、
昭
和
十
九
年

(
一
九
四
四
)
の

『哲
学
論
文
集
第
五
』
の
段
階
で
は
、
見
て
き
た
よ
う
な
曖
昧
さ
が
整
理
さ
れ
、
は

っ
き
り

と
現
在
が
多
と

一
と
の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
と
規
定
さ
れ
る
。

一
〇
ー
三
七
六

時
間
空
問

の
矛
盾
的
自
己
同

一
的
に
、
即
ち
多
と

一
と
の
矛
盾
的
自
己
同

一
的
に
限
定
せ
ら
れ
た
も
の
が
、
自
己
自

身
を
限
定
す
る
形
と
云
ふ
も
の
で
あ
る
。

一
〇
ー
三
七
七

現
在
と
は
多
と

一
と
の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
と
し
て
、
即
ち
絶
対
現
在
の
自
己
限
定
と
し
て
、
個
性
的
に
限
定
せ

ら
れ
た
場
所
で
あ
る
。

こ
の
と
き
現
在
は
既
に
時
間
性
を
払
拭
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
次
に
見
る
よ
う
に
現
在
は
時
間
を

一
要
素
と
し
て
含
ん
だ

矛
盾
の
場
と
な
る
。
こ
の
と
き
時
間
は
時
間
空
間
の
矛
盾
の

一
方
の
項
で
あ
る
に
過
ぎ
な

い
。

『哲
学
論
文
集
第
六
』

(
一
九
四
四
)

「六
空
問
」
「七
数
学
の
哲
学
的
基
礎
附
け
」
に
、

一
一
-
二
〇
〇

何
処
ま
で
も
多
に
し
て
而
も
多
の
自
己
否
定
的
に

一
な
る
方
面
、
即
ち
変
じ
て
変
ぜ
ざ
る
方

面
に
於
て
、
世
界
は
時

間
的
で
あ
り
、
之
に
反
し
、
何
処
ま
で
も

一
に
し
て
而
も
自
己
否
定
的
に
多
な
る
方
面
、
即
ち
不
変
に
し
て
変
じ
行
く
方
面
に
於
て
、

世
界
は
空
間
的
と
云
ふ

こ
と
が
で
き
る
。
…
実
在
的
世
界
は
何
処
ま
で
も
時
間
的

・
空
問
的
、
空
間
的

・
時
間
的

で
あ
る
。
私
が
此

の
世
界
を
絶
対
現
在
の
自
己
限
定
と
考

へ
る
所
以
で
あ
る
。

一
一
-
二
〇
三

意
志
は
、
何
処
ま
で
も
個
物
的
な
る
歴
史
的
身
体
的
作
用
の
尖
端
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。
永
遠

の
過
去
未
来
を
包
む

絶
対
現
在
そ
の
も
の
の
、
時
間
的
な
る
歴
史
的
身
体
的
自
己
限
定
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
私
は
屡
々
我
々
の
自
己
を
絶
対
現

在
の
瞬
間
的
自
己
限
定
と
い
ふ
所
以
で
あ
る
。

=

1
二
三
四

空
間
と
時
間
と
は
…
絶
対
現
在
の
世
界

の
相
反
す
る
両
面
と
云
ふ

こ
と
が
で
き
る
。

=

1
二
四
七

故
に
私
は
い
つ
も
絶
対
現
在

の
自
己
限
定
と
し
て
、
時
間
空
間
の
世
界
を
考

へ
る
。
世
界
は

一
の
自
己
否
定
的
多
に
、

何
処
ま
で
も
空
間
的
に
、
現
在
的
で
あ
る
、
即
ち
永
遠

の
今

で
あ
る
と
共
に
、
多

の
自
己
否
定
的

一
に
、
何
処
ま
で
も
時
間
的

で
あ
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る
、

一
物
も
留
ま
る
も
の
は
な
い
。
生
滅
の
世
界
で
あ
る
。
絶
対
現
在
と
は
時
間
的

・
空
間
的
、
空
間
的

・
時
間
的
に
、
何
処
ま
で

も
自
己
自
身
を
限
定
す
る
、
形
の
形
で
あ
る
。

昭
和

二
十
年

(
一
九
四
五
)
の

「場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」
で
は
、

=

ー
三
七
六

時
が
空
間
を
否
定
す
る
と
共
に
空
間
が
時
を
否
定
し
、
時
と
空
間
と
の
矛
盾
的
自
己
同

一
的
に
、
作
ら
れ
た
も
の
か

ら
作
る
も
の

へ
と
、
無
基
底
的
に
、
何
処
ま
で
も
自
己
自
身
を
形
成
し
て
行
く
、
創
造
的
世
界
で
あ
る
。
此

の
如
き
世
界
を
、
私
は

絶
対
現
在
の
自
己
限
定
の
世
界
と
云
ふ
。

こ
の
よ
う
に
、
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
は
、
「絶
対
現
在
」
を
時
間
と
空
間
の
矛
盾
的
自
己
同

一
と
し
て
理
解
さ
せ

る
。

「絶
対
現
在
」

は
既
に
単
に
時
間
の
問
題
で
は
無
く
、
時
間
的
、
空
間
的
に
限
定
さ
れ
る
現
在
、
個
物
、
存
在
、
つ
ま
り
個
物

の
現
在

で
あ
り
、
「作
り
作

ら
れ

る
歴
史
的
実
践
の
世
界
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
は
、
現
に
生
き
て
活
動

(表
現
ー
労
働
)
す
る
存
在
、
具
体
的
定
在

(在
る
者
、
或
る

者
)

の
こ
と
だ
。
現
在
は
、
現
在
と
い
う
現
象
そ
れ
自
身
で
は
ノ
エ
マ
的
対
象
で
あ
る
。

斯

く
し
て
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
の
論
理
が
完
成
し
た
。

し
か
し
、
本
稿
は
当
初
の
目
論
見
と
は
些
か
異
な

っ
て
、
西
田
の
時
間
を
め
ぐ
る
思
索
は
、
「瞬
間
」
を
問
題
に
し

て
い
て
も

「自
覚

の

立
場
か
ら
の
時
間
論
で
あ
る
が
、
時
間
意
識
の
分
析
で
は
な
い
」
事
を
確
認
す
る
結
果
と
な

っ
た
。
西
田
哲
学
は
、
常
に
現
在
と
言
う
現

　

象
に
強

い
関
心
を
抱
き
続
け
て
い
た
。
「生
き
生
き
し
た
現
在
」
に
到
達
し
よ
う
と
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
必
ず
し
も

「生
き
生
き
し
た
現

在
」

の
分
析
に
は
向
か
わ
な
か

っ
た
。
西
田
自
ら
時
間
空
間
、
現
在
、
歴
史
的
身
体
等
々
の
概
念
を
駆
使
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず

「時
間
意

識
の
分
析
で
は
な
い
」
と
見
な
さ
れ
る
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
時
間
空
間
の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
と
し
て
の
絶

対
現
在
は
、
何
故
、

時
間
意
識
の
分
析
と
は
な
ら
な
か

っ
た

の
か
。

西
田
哲
学
の
概
念
装
置
か
ら
い
っ
て
も
ノ

エ
シ
ス
面
は
無
と
し
て
の
意
識
の
作
用
の
時
間
性
に
純
化
さ
れ
る
可
能

性
は
存
在
し
た
は
ず
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だ
が
、
な
ぜ
そ
れ
と
し
て
深
め
ら
れ
ず
に
終
わ

っ
た
か
。

現
象
学
は
、
現
在
と
い
う
現
象
を
観
察
し
記
述
す
る
こ
と
を
方
法
と
し
て
選
択
し
た
。
西
田
哲
学
は
そ
う
で
は
な

い
と
言
う
意
味
で
、

科
学
的
で
は
な

い
方
法
に
進
ん
だ
。
そ
れ
は
記
述
的
現
象
学

(科
学
的
方
法
)
批
判
で
あ
り
、

つ
ま
り
観
念
論

(数
理
的
、
言
語
的
、
形

に

な

式

論
理
的
)
、
意
味
中
心
の
性
格
を
強
め
る
。
純
粋
経
験
以
後
、
数
学
的
な
論
理
と
概
念
を
経
由
す
る
西
田
哲
学

の
展
開
は
、
ま
る
で
フ
ッ

サ
ー
ル
と
は
逆
方
向
に
進
展
す
る
か
の
よ
う
だ
。
で
は
、
何
故
そ
う
な
の
か
。
か

つ
て
西
田
は
直
接

の
経
験
、

つ
ま
り
認
識
の
実
相
に

つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
理
解
を
述
べ
て
い
る
。

ニ
ー

一
二
五

普
通
に
は
不
連
続
な
有
限
な
経
験
が
具
体
的
な
直
接
の
経
験
で
あ
る
か
の
様
に
考

へ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
ベ
ル

グ
ソ
ン
な
ど
の
考
の
様
に
連
続
的
な
も
の
が
却

っ
て
直
接
の
実
在
と

い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
…
真
に
不
連
続
な
有
限
な
経
験
は
恰
も

夢
の
様
な
も
の
で
、
我
々
は
実
在
と
し
て
之
を
信
ず
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。

ニ
ー

=
二
〇

所
謂
非
連
続
的
経
験
と
い
ふ

の
は
考

へ
ら
れ
た
経
験
で
あ

つ
て
経
験
其
者

で
は
な

い
、
経
験
其
者
は
何
等
か
の
意
味
に

於
て
何
時
も
連
続
的
で
あ
る
、
何
と
な
れ
ば
経
験
其
者

の
中
に
は
理
想
が
い
つ
も
内
在
的
に
含
ま
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。

恐
ら
く
今
日
の
心
理
学
者
で
あ
れ
ば
、
全
く
逆

の
こ
と
を
言
う
だ
ろ
う
。
不
連
続
な
経
験
こ
そ
人
間

の
意
識
、

つ
ま
り
経
験
の
実
相
で

あ
る
と
。
し
か
し
、

二
ー

=
二
五

心
理
学
者
が
意
識
の
範
囲
を
定
め
る
に
は
、
我
々
の
意
識
を
、
時
間
空
間
の
上
に
制
限
せ
ら
れ
た
断
片
的
の
も
の
と
し

て
居
る
の
で
あ
る
。
併
し
具
体
的
意
識
は
連
続
的

で
あ
る
、
…
主
観
其
者
は
心
理
的
実
験
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
で
き
ぬ
の
で
あ
る
。

経
験
も
、
具
体
的
意
識
も
連
続
的
で
あ
る
、
実
在
は
連
続
的
で
あ
る
と
西
田
は
理
解
し
た
。
そ
し
て
非
連
続
の
経
験
が
、
考
え
ら
れ
た

経

験
と
し
て
廃
棄
さ
れ
る
時
、
経
験
科
学
的
な
意
味
で
の
事
象

へ
の
接
近
と
分
析
は
廃
棄
さ
れ
た
と

い
え
る
。
こ
う
し
て
西
田
は
考
察
の

対
象
と
方
法
に
決
定
的
な
岐
路
に
立

っ
た
。
形
而
上
学
と
し
て
の
数
学
理
論

の
選
択
が
西
田
哲
学
の
理
論

(形
式

理
論
)
的
な
厳
密
さ
、

完

成
性
を
基
礎
付
け
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な

い
。
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そ
の
論
理
的
完
成
は
既
に
見
た
所
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
時
、
現
在
は
時
間
空
間
の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
と
い
う
西
田
の
弁
証
法

論

理
に
回
収
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
は
現
在

へ
の
視
線
、
分
析
の
視
線
は
時
間
空
間
と
言
う
互
い
に
反
対
の
要
素
に
反
転
し
続
け
、
そ

れ
自
身
の
持
続
を
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
。
西
田
は
事
実
の
生
成
し
て
来
る
構
造
と
言
う
が
、
そ
れ
は
、
既
に
現
在
と
言
う
現
象

(事
実
)

の
観
察
で
は
な
く
、
分
析
で
も
な
か

っ
た
。

冒
頭
の
三
木
清
の
言
葉
に
帰
る
と
、
三
木
は
西
田
の
弁
証
法
と
は

「相
反
す
る
方
向
に
於
け
る
限
定
の
統

一
と
し

て
弁
証
法
的

で
あ
る
」

「矛
盾
の
統

一
と
考
え
ら
れ
る
」
(全
集

一
〇
1
四
二
二
)
と
い

っ
て
、
こ
の
時
点

(
一
九
三
六
)
で
三
木
は
既
に
、
西
田
の
い
う
弁
証
法

と

は
反
対
概
念
の
同

一
性
を
意
味
す
る
こ
と
、
そ
れ

(弁
証
法
)
が
即
ち
自
己
矛
盾
的
自
己
同

一
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
た
。
こ
の

対
立
す
る
概
念
の
無
媒
介
的
な
同

一
性
の
主
張
が
西
田
哲
学
の
鍵
で
あ
る
が
、
時
間
は
時
間
と
空
間
と
の
矛
盾
的

自
己
同

一
に
、
現
在
は

瞬
間
と
永
遠
と
の
矛
盾
的
自
己
同

一
に
と
い
う
よ
う
に
、
二
項
対
立
的
な
概
念
に
分
解
し
て
し
ま

っ
て
、
各
項

の
持
続
的
な
分
析
に
向
か

う

こ
と
を
妨
げ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
逆
に
い
う
な
ら
、
西
田
の
い
う
自
己
限
定
や
自
己
否
定
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
ー

へ
ー
ゲ
ル
的
な
、
「す
べ
て

の
規
定
性
は
否
定
で
あ
る
」
と

い
う
命
題
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
規
定
性
11
否
定
と
い
う
と
き
の
否
定
は
、
西
田
の
場
合
直
ち

に
反
対
物

へ
の
転
化
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

述
語
論
理
で
は
、
個
物
は
世
界
の
時
間
空
間
の
自
己
限
定
と
し
て
、
論
理
の
方
向
が
無
と
し
て
の

一
般
者
か
ら
個
物
に
到
達
す
る
。
し

か
し
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
の
論
理
は
次
の
瞬
間
に
は
或
る
も
の
は
反
対
物
に
転
化
す
る
、
絶
対
現
在
の
時
間
面
と
空
間
面
に
分
解
し
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
際
限
な
く
転
換
が
続
い
て
終
わ
る
こ
と
が
な

い
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
絶
対
に
新
た
に
始
ま
る
非

連

続
と
し
て
の
現
在
だ
か
ら
で
あ
る
。

絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
は
、
反
対
概
念

の
自
己
同

一
で
あ
り
、
対
極
的
な
概
念
の
同

一
性
を
意
味
す
る
。

そ
れ
は
、
形
式
論
理
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
自
己
同

一
と
い
う
、
畢
寛
、
同

一
性
の
論
理
で
あ
る
。
生
成
を
捉
え
よ
う
と
し
て

も
、
非
連
続

の
連
続
、
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
と
し
か
い
え
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
実
は

「運
動
」
の
解
明
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
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時
間
性
の
分
析
で
は
な
か

っ
た
。
既
に
在
る
も

の
を
説
明
す
る
、
事
実
の
論
理
と
は
そ
の
事
で
あ
る
。
そ
れ
が
絶
対
現
在
と
呼
ば
れ
る
非

連
続
的
、
静
態
的
な
概
念
の
説
明
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「あ
る
も
の
」
が
絶
対
現
在

の
自
己
限
定
で
あ
り
、
時
間
と
空
間
の
矛
盾
的
自
己
同

一
と
し
て
あ

る
と
い
う
、

つ
ま
り
、
「主

語
は

一
般
者
の
自
己
限
定
で
あ
り
、
そ
れ
は
場
所
で
あ
る
」
(九
-
四
)
と
い
う
述
語
主
義

の
理
論
は
、
常
に
も

っ
と
も
抽
象
的
な
も
の
の

自
己
限
定
と
し
て
具
体
的
な
個
物
を
導
出
す
る
、
そ
れ
は
確
か
に
、
論
理
の
逆
転
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
依
然
、
無
限
の
過
去
未
来
と
現
在
、
永
遠
と
今
と
い
う
様
な
反
対
概
念

の
絶
対
矛
盾
的

自
己
同

一
と
言
う
論
理
の

形
式
的
な
完
壁
さ
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
時
間
意
識
の
過
程
的
分
析
と
言
う
、
事
象
そ
の
も
の
へ
の
接
近
を
阻
害
す
る
の
で
あ
る
。

西
田
自
身
が
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
の
形
式
的
な
或

い
は
美
的
な
統

一
性
に
縛
ら
れ
て
し
ま

っ
た
と
言
え
な

い
か
、
無
限
を
底
辺
に
持

つ

構
築
物
は
覆
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
こ
の
論
理
的
な
完
全
性
に
欠
陥
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

純
粋
経
験
が
最
も
明
証
的
な
実
在
で
あ
る
と
し
よ
う
。
し
か
し
、
で
は
無
は
と
も
か
く
無
限
大
、
無
限
や
無
数
は
ど
う
か
。
永
遠
の
今

と
い
う
概
念
を
確
立
し
た

『無
の
自
覚
的
限
定
』
に
於
い
て
、

六
ー
四
〇
四

過
程
的
弁
証
法
的
限
定
に
対
し
て
直
観
的
弁
証
法
的
限
定
の
立
場
か
ら
自
覚
的
存
在
と

い
ふ
も
の
が
限
定
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
過
去
無
限
か
ら
未
来
無
限
に
向

つ
て
流
れ
る
と
考

へ
ら
れ
る
絶
対
の
時
と
考

へ
ら
れ
る
も

の
も
、
永
遠
の
今

の
限
定
と
し

て
無
限
の
果
て
に
於
て
始
と
終
と
が
結
び
附
く
と
考

へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
も

一
つ
の
大
な
る
自
己
と
考

へ
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
永
遠
と
は
何
か
、
瞬
間
と
は
何
か
、
時
間
問
題
に
避
け
ら
れ
な
い
こ
の
問
題
に
西
田
は
答
き

っ
た
だ
ろ
う
か
。
『自
覚
に
お
け

る
直
観
と
反
省
』
以
来
の
無
限
の
過
去
、
無
限
の
未
来
と
現
在
と
が
永
遠
の
今
の
自
己
限
定
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

無
限
に
は
哲
学
の
思
考
と
し
て
何
か
思
考

の
不
可
能
、
言
説
の
不
可
能
が
推
測
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
西
田
の
場
合
は
数
学
的
な

処
理
を
施
さ
れ
て
無
限
は
記
号
的
に
代
置
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
弁
証
法
的

一
般
者
の
自
己
限
定
と
い
う
述

語
主
義
の
論
理
で
も
同
様

で
あ
る
。
元
来
、
「
一
般
的
な
る
者
が
発
展
の
極
処
に
到

つ
た
処
が
個
体
で
あ
る
」
(
一
-
二
七
)
、
「真
の
個
人
性
と
い
う
の
は

一
般
性
を
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離
れ

て
存
在
す
る
も
の
で
は
な

い
、
一
般
性

の
限
定
さ
れ
た
も
の
、
び
Φω
什瓜
5
ヨ
8
b
　
αq
Φヨ
Φぼ
げ
①
淳
が
個
人
性
と
な
る
の
で
あ
る
。」
(
一
ー

一
八
七
)
と
い
っ
た
形
式
論
理
的
な
包
摂
関
係
を
西
田
は

一
貫
し
て
思
想
の
中
に
保
ち
続
け
る
が
、
述
語
と
な

っ
て
主
語
と
な
ら
な
い

一

般
者
は
、
そ
の
極
限
で
無
限
と
な
る
。

ふ

そ

こ
で
は
直
ち
に
、
「形
式
論
理
的
な
包
摂
関
係
と
弁
証
法
的
な
実
在

の
論
理
と
し
て
の

】
般
者
の
自
己
限
定
と
の
関
係
即

が
問
題
と
な
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
対
立
の
構
図
は
先
に
見
た
二
つ
の
時
間
の
性
格
の
相
違

に
も
共
通
す
る
。
そ
れ
は
本
当
に
解
決
さ
れ
た
か
。

こ
の
時
、
無
限
は
思
考

の
不
可
能
を
意
味
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
記
号
的
代
置
に
依

っ
て
あ
る
種
の
思
考
が
可
能
に
な
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
無
限
に

つ
い
て
の
思
考
で
は
な

い
。
無
限
の
広
が
り
を
持

っ
た
場
所
、
無
限
の
過
去
未
来
、
そ
れ
ら
は
現
在
、
そ
し
て
個
物
に
還

帰
す
る
た
め
の
論
理
上
の
、
し
か
も
絶
対
必
要
な
折
り
返
し
点
な
の
で
あ
る
。
個
物
と
個
物
の
媒
介
者
M

(七
-
三
〇
九
)
、

一
般
者
の
自

己
限
定
、
絶
対
無
と
言
う
論
理
は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。
西
田
の
関
心
は
畢
寛

「現
在
」
と
言
う
現
象
に
あ
る
か
ら
だ
。
こ
れ
は
論
理

(数

学

)
と
実
在

(現
在
)
の
混
同
で
は
な
い
の
か
、
筆
者
の
理
解

で
は
、
そ
れ

こ
そ
西
田
哲
学
で
あ
る
。
た
だ
し
混
同
な

の
で
は
な
い
。
西

田
哲
学
は
そ
れ
こ
そ
を
世
界
の
構
造
と
し
て
解
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
も
う

一
つ
事
例
を
挙
げ

て
考
え

て
み
た
い
。

四
、
非
連
続
の
連
続

時
間
の
性
格
に
つ
い
て
の
西
田
の
規
定
は
、
長
く

「非
連
続
の
連
続
」
と
表
現
さ
れ
て
き
た
。
時
間
は
単
に

一
方
向
に
経
過
す
る
だ
け

の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
既
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
へ
の
共
感
を
込
め
て
西
田
が
語

っ
て
き
た

こ
と
で
あ
る
。
時
間
が
永
遠

の
今
の
自

己
限
定
に
よ

っ
て
生
ず
る
な
ら
、
時
間
は

一
瞬
ご
と
に
独
立
的
、
断
絶
的
で
あ
り
、
同
時
に
こ
の
よ
う
な
断
絶
を
介
し
て
連
続
す
る
。
時

間

は

「永
遠
の
今
」
と
言
う
場
所

(瞬
間
)
に
於
い
て
生
ま
れ

て
は
死
し
、
死
し
て
生
ま
れ
る
か
ら

「非
連
続
の
連
続
」
で
あ
る
と
言
う
。

過
去
、
現
在
、
未
来
の
関
係
も

「非
連
続

の
連
続
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

『哲
学
論
文
集

二
』
に
、

/



「永遠の今」と 「絶対現在」一西田哲学の 「時間論」 136

八
ー
四
三
九

現
在
は
過
去

・
未
来
か
ら
定
ま
る
と
考

へ
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
過
去

・
未
来
は
現
在
か
ら

定
ま
る
と
考

へ
る
こ
と
も

で
き
る
。
真
の
現
在
は
か
》
る
矛
盾
の
自
己
同

一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

八
ー
五

コ
ニ

時
の
過
去
と
未
来
と
は
絶
対
に
結
び
附
か
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
も
時
は
過
去
か
ら
成
立
す
る
の
で
も

な
く
、
未
来
か
ら
成
立
す
る
の
で
も
な
く
、
い
つ
も
現
在
が
現
在
自
身
を
限
定
す
る
、
現
在

の
矛
盾
的
自

己
同

一
か
ら
成
立
す
る
の

で
あ
る
。
永
遠
の
今

の
自
己
限
定
と
し
て
時
が
成
立
す
る
と
云
ふ
所
以
で
あ
る
。

「非
連
続

の
連
続
」
は
、
〈七
ー

二
八
九
、
三

一
〇
〉
な
ど
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
媒
介
者
M
と
個
物
の
関
係
で
あ

っ
た
り
、
時
間

　

や
空
間

の
性
格
で
あ

っ
た
り
、
い
く

つ
か
の
分
類
が
可
能
で
あ
り
、
総
じ
て

「相
補
性
」
と
し
て
の

「矛
盾
的
自
己
同

一
」
の

一
種
と
理

解
し
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
時
間
に

つ
い
て
、
「非
連
続
の
連
続
」

の
意
味
を
見
て
み
た
い
。

だ
が
西
田
は
時
を
非
連
続

の
連
続
と
規
定
し
た
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
非
連
続
の
連
続
は
し
か
し
、
単
な
る
連
続

で
は
な
い
。
非
連
続

面
と
し
て
の
今
に
最
も
関
心
を
注
い
だ
の
も
西
田
に
他
な
ら
な
い
。や
が
て
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
純
粋
持
続
が
批
判
さ
れ
る
の
は
そ
の
為
で
あ

っ

た
。八
-
五
七
八

爵

の
世
界
は
絶
対
矛
盾
の
自
己
同

一
と
し
て
、
非
連
続
の
連
続
的
に

(冨
く
的
に
)
、
即
ち
個

性
的
に
自
己
自
身
を
限
定

し
て
行
く
と
共
に
、
M
の
爵

と
し
て
い
つ
も
無
限
の
過
去
未
来
が
同
時
存
在
的
で
あ
る
。

し
か
し
瞬
間
と
経
過
が

「非
連
続
の
連
続
」
だ
と
い
う
、
連
続
11
断
絶
と
言
う
、
時
間
を
考
え
る
際
に
必
ず
指
摘
さ
れ
て
き
た
そ
の
性

格
の
故
に
、
時
間
は
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
だ
と
言
う
の
は
、
時
間
論
と
し
て
は
、
論
議
が
決
着
を
見
た
と
は
到
底
言
え
な
い
。
永
遠

の

今
の
自
己
限
定
と
言
う

「非
連
続
」
が
有
る
、
そ
の

「今
」
は
、
時
を
見
る
も
の
と
し
て
純
粋
持
続
を
否
定
し
、
否
定
し

つ
つ
連
続
す
る

「非
連
続

の
連
続
」
だ
と
い
う
。
し
か
し
、

こ
れ
は
ゼ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ク
ス
に
、
止
ま

っ
て
い
る
の
も
事
実
だ
が
、
矢
が
飛
ん
で
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
と
、
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
れ
は
時
間
現
象
は
い
か
に
も
そ
の
よ
う
に
表
現
す
る
他
無

い
と
言
う
意
味
で
、
運
動
と
変

化
を
め
ぐ
る
矛
盾
に
、

つ
ま
り
因
果
関
係
や
運
動
と
静
止
、
変
化
と
同

一
性

の
矛
盾
に

一
致
す
る
が
、
西
田
の
説
明
は
決
し
て
成
功
し
て
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い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
は
瞬
間
と
い
う
概
念
を
導
入
し
た
と
き
に
既
に
明
白
で
あ

っ
た
。

八
1

=
二

然
ら
ば
、
空
間
と
時
間
と
は
、
何
処
で
矛
盾
の
統

一
と
し
て
結
合
し
て
居
る
か
。
私
は
そ
れ
は
現
在
に
於
て
結
合
し
て
居

る
と
考

へ
る
の
で
あ
る
。
現
在
は
幅
を
有

つ
、
現
在
は
空
間
的
な
る
と
共
に
時
間
的
で
あ
る
。

八
-

一
二
八

人
は
瞬
間
は
掴
ま
れ
な

い
、
経
験
界
に
於
て
は
現
在
は
幅
を
有

つ
と
考

へ
ら
れ
る
。
私
も
然
考

へ
る
の
で
あ
る
。
併
し

経
験
界
と
い
ふ
も

の
が
現
実
の
世
界
と
考

へ
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
時
が
真
の
時
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
時
は
円
環
的

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
時
は
唯
内
部
知
覚
的
に
考

へ
ら
れ
た
主
観
的
時
た
る
に
過
ぎ
な
い
。

九
-

一
五
九

純
粋
持
続
が
自
己
自
身
を
否
定
し
て
自

己
矛
盾
的
に
空
間
的
な
る
所
に
、
現
実

の
世
界
が
あ
る
の
で
あ
る
。

一
瞬
の
前

に
も
還
る
こ
と
の
で
き
な
い
純
粋
持
続
の
世
界
に
は
、
現
在
と
い
ふ
も
の
も
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
之
に
反
し
空
間
的
な
る
も
の

が
自
己
否
定
的
に
時
間
的
な
る
所
に
、
即
ち
自
己
矛
盾
的
に
自
己
自
身
か
ら
動
き
行
く
所
に
、
現
実
の
世
界
が
あ
る
の
で
あ
る
。

九
ー

一
九
六

行
為
的
直
観
的
自
己
が
何
処
ま
で
も
個
物
的
で
あ
り
、
現
在
が
何
処
ま
で
も
絶
対
現
在
的
で
あ

れ
ば
あ
る
程
、
認
識
が

客
観
的
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
。

九
1

一
四
九

現
在
を
単
に
瞬
間
的
と
し
連
続
的
直
線

の

一
点
と
考

へ
る
な
ら
ば
、
現
在
と

い
ふ
も
の
は
な
く
、
従

つ
て
又
時
と
い
ふ

も
の
は
な
い
。
過
去
は
現
在
に
於

て
過
ぎ
去

っ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
未
だ
過
ぎ
去
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
未
来
は
未
だ
来
ら
ざ
る

も
の
で
あ
る
が
現
在
に
於
て
既
に
現
れ
て
居
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
矛
盾
的
自
己
同

一
と
し
て
過
去
と
未

来
と
が
対
立
し
、
時
と

い
ふ
も
の
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
…
瞬
間
は
直
線
的
時
の

一
点
と
考

へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
併
し
、
プ
ラ
ト

ン
が
既
に
瞬
間
は
時
の

外
に
あ
る
と
考

へ
た
如
く
、
時
は
非
連
続
の
連
続
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
時
は
多
と

一
と
の
矛
盾
的
自
己
同

一
と
し
て
成
立

す
る
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
を
め
ぐ
る
瞬
間
、
運
動
、
因
果
と
言

っ
た
、
所
謂
、
時
の
連
続
と
非
連
続
性
も
、
時
が
非
連
続
の
連
続
で
あ
る
と
言

っ
た
だ
け
で

は
時
間
の
論
理
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ゼ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ク

ス
を
復
唱
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
違

う
の
は
、
現
在
が
限
り



「永 遠 の今 」 と 「絶 対 現 在 」 一西 田哲 学 の 「時 間 論」-138

な
く
点
時
刻
に
近

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
現
在
は
ゼ
ノ
ン
の
如
く
静
止
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
生

の
力
動
と
自
由
に
充
ち
て
い
る

こ
と
だ
。

西
田
は

「現
在
」
を
連
続
的
直
線
の
如
き
時
間
経
過
の

一
点
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。
か

つ
て
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
時

間
理
解
に
共
感
を
示
し
た
よ
う
に
、
そ
し
て
永
遠
の
今
と
言
う
独
自

の
概
念
が
提
起
し
た
よ
う
に
、
し
か
し
、
「絶
対
現
在
の
瞬
間
的
自
己

限
定
」

(九
-

一
五
〇
、

一
一
-
二
〇
三
・
三
七
九
)
と

い
う
瞬
間
は
や
は
り
直
線
的
時
の

一
点
と
考
え
ら
れ

て
も
い
る
。

こ
こ
に
は
今
、

現
在
と
言
う
時
間
現
象
の
把
握

の
曖
昧
さ
が
あ

っ
て
、
客
観
時
間

(線
型

の
時
間
)
か
人
間
的
な
意
識

の
時
間
か
の
弁
別
は
鮮
明
で
は
な

い
。
今
目
的
に
言
え
ば
、
西
田
の
考
え
る
現
在
は
、
客
観
的
な
線
型
の
時
間
で
あ
る
点
時
刻
と
、
人
間
的
な
意
味
の
分
節
を
持

っ
た
現
在

と
、
相
互
に
矛
盾
す
る
時
間

の
性
格
が

一
体
と
な

っ
て
い
る
。
ベ
ル
グ
ソ
ン
を
批
判
し
た

「永
久
の
今
」
か
ら

し
て
点
時
刻
的
な
性
格
を

持

っ
た
非
連
続
的

「今
」
に
、
過
去
未
来
が
現
在
と
い
う
場
に
同
時
存
在
す
る

(ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
的
な
)

現
在

の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
た

(八
ー
九
六
)
。
し
か
し
、
時
間
の
空
間
化
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
点
時
刻
に
は
如
何
な
る
言
葉
も
存
在

し
得
な
い
し
、
人
間
の
記

憶
や
イ
メ
ー
ジ
は
幅
を
持

っ
た
時
間
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
矛
盾
を
形
式
的
に
統
合
す
る
の
が
非
連
続

の
連
続
と

言
う
論
理
で
あ

っ
た
。
そ

し
て
、
西
田
に
あ

っ
て
は
時
間
空
間
と
い
う
世
界
の
客
観
的
な
形
式
、
点
時
刻
と
無
限
の
線
形
時
間
は
そ
の
後
も
つ
い
に
放
棄
さ
れ
る
こ

と
が
な
か

っ
た
。
同
時
に
過
去
未
来
を
矛
盾
的
に
包
摂
す
る
現
在
も
ま
た
放
棄
さ
れ
ず
、
そ
れ
ら
は
併
せ
て
絶

対
矛
盾
的
自
己
同

一
の
基

本
的
な
形
式
を
作
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
論
理
学
を
逸
脱
す
る
内
容
を
既
に
孕
ん
で
い
た
が
、
尚
、
論
理
学
的

で
あ
る
と

い

え
る
。
デ
カ
ル
ト
は
、
主
観
的
体
験
的
で
な
く
主
語
的
論
理
的
で
あ
る

(
一
一
-
七
三
、

一
八
三
)
と
い
う
。
し
か
し
、
西
田
こ
そ
形
式

論
理
を
世
界
と
実
在

の
自
己
表
現
の
形
式
と
し
た
の
で
あ
る

(
「論
理
と
数
理
」)
。
そ
の

一
方
で

「生
命

の
自
覚

こ
そ
哲
学
の
動
機

で
あ
る
」

(
=

1

一
八
六
)
と
い
う
、

つ
ま
り
、
論
理
学
と
生
の
哲
学
が

一
体
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
非
連
続

の

連
続
と
い
う
概
念
定
義
が
抽
象
的
で
難
解
な
の
は
、
先
の
絶
対
現
在

の
定
義
の
難
し
さ
と
同

一
で
あ
る
。
論
理
上
の
場
所
に
生
の
現
象
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
故
な

の
か
と
い
え
ば
、
こ
こ
で
も
西
田
は
そ
の
よ
う
な
生
、
生
の
そ
の
よ
う
な
形
式
、
そ
れ
ら
を

二
つ
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五

結

び

「永
久

の
今
」
に
始
ま

っ
て
、
「永
遠
の
今
」

「絶
対
現
在
」
と
言
う
、
三
つ
の
語
句

の
変
遷
を
た
ど
る
形
で
西

田
哲
学

の
時
間
と
言
う

問
題
を
概
観
し
て
見
た
。
時
間
が
非
連
続

の
連
続
で
あ
る
と
言
う
そ
の
非
連
続
と
は
、
つ
ま
り

「現
在
」
の
こ
と

で
あ
り
、
そ
の

「現
在
」

は
西
田
哲
学

の
進
展
に
伴

っ
て
そ
の
都
度
、
新
た
な
課
題
を
懐
胎
し
た
。

「〈真
の
自
己
〉
を
求
め
て
の

〈自
覚
〉

の
徹
底
化
と
言
う
点
で

　

は
明
ら
か
に
終
始

一
貫
し
て
い
る
が
、
〈意
識
〉
の
立
場
か
ら

〈存
在
〉
の
立
場
に
移

っ
て
き
て
い
る
こ
と
」
と
指
摘
さ
れ
る
所
で
あ
る
が
、

「永
久
の
今
」
「永
遠

の
今
」
「絶
対
現
在
」
と
言
う
時
を
め
ぐ
る
概
念

の
変
遷
も
、
こ
の
指
摘
に
対
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

単

に
意
識
の
ノ
エ
マ
的
対
象
で
あ

っ
た
時
間
は
、
過
去
未
来
を
収
敏
す
る
特
異
点
と
な
り
、
絶
対
無
の
自
己
限
定
と
し
て
の
時
は
、
世
界

の
構
造
解
明
に
向
か
う
所
で
空
間
性
を
導
入
す
る
。
そ
こ
で
現
在
は
単
な
る
時
間
性
か
ら

「場
所
」
的
に
変
貌
す
る
。
そ
し
て
、

一
即
多

の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
と
言
う
世
界
構
造

へ
と
。
「永
久
の
今
」
は
意
識

(意
志
)
の
立
場
で
あ
る
し
、
「永
遠

の
今
」
は
過
去
未
来
を

収
敏
す
る
現
在
と
言
う
意
味
で
時
間
性
が
探
求
さ
れ
た
が
、
絶
対
現
在
は
既
に
個
物
の

「今
」
「此
」
を
示
す
世
界

の
構
造

の
概
念
と
な

っ

て

い
る
。
初
期

の
純
粋
経
験
で
ベ
ル
グ
ソ
ン
に
土
ハ感
を
示
し
た
西
田
は
、
や
が
て
そ
の
立
場
を
変
じ
て
ゆ
く
が
、
既
に
見
た
よ
う
に
西
田

の
時
間
の
性
格
も
、
意
志
か
ら
空
間
と
の
矛
盾
的
自
己
同

一
ま
で
そ
の
立
場
と
パ
ラ
レ
ル
な
変
貌
の
過
程
を
持

っ
て
い
る
。

西
田
哲
学
に
は
別
に
、
周
知
の
太

い
稜
線
を
持

っ
た
体
系
的
変
貌

の
過
程
が
存
在
す
る
が
、
西
田
は
ま
た
斯
く
も
斯
様
に

「今
」
「現
在
」

と

い
う
現
象
に
肉
迫
し
続
け
た
こ
と
が
改
め

て
認
識
さ
れ
た
。
西
田
哲
学
独
自
の
造
語
や
概
念
も
、
そ
の
時
々
に
現
在
を
如
何
に
把
握
す

る
か
と
言
う
課
題
を
負
う
て
、
「生
き
生
き
し
た
現
在
」
か
ら
生
の
力
が
発
出
し
て
く
る
現
象
、
或
い
は
生
と
世
界

の
現
象
を
可
能
に
す
る

現
在
を
、
そ
の
具
体
的
な
定
在
の
相
で

一
挙
に
描
き
き
る
試
み
で
あ

っ
た
。

八
-
五
八
三

現
実
の
世
界
は
自
己
自
身
を
形
成
す
る
世
界
で
あ
る
、
作
ら
れ
た
も
の
か
ら
作
る
も
の

へ
と
創
造
的
な
世
界
で
あ
る
。
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=

1
三
七
九

斯
く
我
々
の
自
己
が
世
界
の

一
焦
点
と
し
て
自
己
表
現
的
に
自
己
自
身
を
限
定
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
自
己
を
対
象

論
理
的
に
必
然
的
と
考

へ
る
こ
と
で
は
な
い
。
永
遠
の
過
去
未
来
を
含
む
絶
対
現
在

の

一
中
心
と
な
る
と

云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
私
が
、

我
々
の
自
己
を
、
絶
対
現
在
の
瞬
間
的
自
己
限
定

(
=

ー
二
〇
三

・
三
四
七
)
と
云
ふ
所
以
で
あ
る
。

故
に
我
々
の
自
己
は
、
自

己
矛
盾
的
存
在
で
あ
る
。
…
時

の
瞬
間
は
永
遠
に
消
え
行
く
も
の
な
る
と
共
に
、
永
遠
に
生
れ
る
も
の
、
即
ち
瞬
間
は
永
遠
で
あ
る
。

而
し
て
絶
対
現
在
の
世
界
は
、
周
辺
な
き
無
限
大
の
球
と
し
て
、
到
る
所
が
中
心
と
な
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
世
界
は
、
必
然
の
自

由
、
自
由
に
必
然
の
世
界
で
あ
る
。

過
去
は
現
在
に
於
い
て
消
失
し
て
い
る
、
未
来
も
現
在
に
於
い
て
未
だ
存
在
し
な

い
不
確
定
な
領
域
で
あ
る
。
現
在
と
い
う
特
異
点
に

は
如
何
な
る
束
縛
も
な
く
、
自
由
が
実
現
さ
れ
て
い
る
か

の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
瞬
間
、
世
界
の
全
体
が

一
挙

に
刷
新
さ
れ
る
よ
う
な
意

味
と

エ
ネ

ル
ギ
ー
に
充
ち
充
ち
た
現
在
を
描
き
切
ろ
う
と
し
た
、
現
在
は
そ
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
西
田
の
難
解
な
概
念

も
そ
の
よ
う
な
輝
か
し
い
現
在
と
い
う
現
象
の
説
明
原
理
で
あ
る
。
そ
し
て
確
か
に
人
間
に
内
在
す
る
、
そ
の
よ
う
な
創
造
性
の

エ
ネ
ル

ギ
ー
に
充
ち
溢
れ
た

一
瞬

一
瞬
の
絶
対
の
現
在
に
西
田
は
魅
せ
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な

い
。

そ
れ
は
恐
ら
く
我
々
の
体
験
か
ら
も
推
理
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
体
験
的
時
間
と
し
て

の
現
在
が
、
何
処
か
で
論

理
的
な
現
在
に
換
わ
る
。
論
理
上
の
現
在

(点
時
刻
)
が
体
験
上
の
現
在

の
内
容
を
持

つ
の
が
西
田
の
絶
対
現
在
で
あ
る
。
限
り
な
く
切

り
詰
め
ら
れ
た
現
在
が
神
秘
的
な
ほ
ど
輝
か
し
い
創
造
力
を
秘
め
て
い
る
か
に
見
え
る
の
は
、
そ
の
故
で
あ
る
。
そ
れ
は
西
田
の

エ
ラ
ン

・

ヴ
ィ
タ
ー

ル
と
で
も
呼
べ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が

「現
在
」
は
本
当
に
光
輝
に
充
ち

て
い
る
か
。

我
々
は
西
田
が
解
析
し
た
よ
う
な
現
在
に
存
在
し
て
い
な

い
し
、
頽
落
し
た
、
弛
緩
し
た
、
非
本
来
的
な
日
常

(
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
う

よ
う
な
)
を
生
き
て
も
い
る
。
西
田
的
な
現
在
、

ハ
イ
デ
ガ
i
的
な
本
来
的
な
時
間
は
、
そ
れ
自
体
が
当
為
性
、
理
念
的
な
生
で
あ
る
。

つ
ま
り
倫
理
性
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
死
が
絶
対
の
終
局
と
し
て
、
未
来
を
塞
ぐ
こ
と
を
忘
れ
な
か

っ
た

が
、
西
田
が
論
理
的
帰
結
と
し
て
死
に
於
て
絶
対
者
と
出
会
う
、
絶
対
に
対
峠
す
る
と

い
う
時
、
た
と
え
そ
れ
を
宗
教

の
論
理
で
あ
る
と
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理
解

し
て
も
、
や
は
り
、
そ
こ
に
は
不
可
能
が
存
在
し
て
い
な

い
か
。

現
在
は
、
個
物

の
形
式
的
規
定
と
し
て
生
の
現
象
の
、
実
在

の
尖
端
と
し
て
自
由
と
創
造
性
の
発
現
の
場
で
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
現

在
は
確
か
に
存
在
す
る
。
だ
か
ら
時
間
上
の
ど
こ
か
に
在
る
。
瞬
間
と
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
西
田
哲
学
は
勿
論
、
結

お

果

の
論
理
で
は
な
か

っ
た
。
「西
田
の
立
場
は

「生
の
哲
学
」
的
で
も
あ
る
」
し
、
そ
の
点
で
我

々
の
関
心
も
場
所

の
論
理
の
批
判
で
は
な

い
。
む
し
ろ
西
田
が
そ
の
よ
う
な
展
開
を
自
ら
選
択
し
た
、
展
開
の
必
然
性

(西
田
の
即
自
性
)
の
必
然
性
が
問
題

で
あ
る
。
西
田
も
又
、

事
象

そ
の
も
の

へ
肉
薄
し
た
が
、
そ
の
眼
差
し
は
分
析
に
は
向
か
わ
な
か

っ
た
。
無
の
場
所
の
自
己
限
定
と

い
う
個
物
が
普
遍
と
の
矛
盾

的
自

己
同

一
を
実
現
す
る
、
普
遍
性

の
究
極
の
根
拠
は
、
見
せ
か
け
と
言

っ
て
悪
け
れ
ば
事
象
と
は
出
会
わ
な

い
純
然
た
る
論
理
の
産
物

で
あ

る
。

西
田
の
関
心
は
、
依
然
、
現
在

の
個
物
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

の
普
遍
的
な
根
拠
付
け
を
目
的
に
究
極
の
普
遍
性
と
し
て
、
絶
対
矛
盾
的

自
己
同

一
的
な
対
極

の
概
念
と
し
て
無
や
世
界
が
登
場
す
る
。
〈意
識
〉
か
ら

〈存
在
〉

へ
は
、
内
部
か
ら
外
部

へ
の
真
の
客
観
性

へ
の
過

程

(八
1

=

○
)
と
認
識
さ
れ

て
い
た
し
、
そ
れ
が
又
、
個
物
を
根
拠
づ
け
る
究
極
的
な
普
遍
性
の
探
求
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
は
し
ば
し
ば
、
結
果
の
論
理
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
世
界
の
所
与
以
上
を

示
す

こ
と
が
で
き
な

い
。
結
果
と
は
事
象

の
こ
と
だ
が
、
最
も
抽
象
的
な
普
遍
性

(述
語
)
は
何
か
を
限
定
す
る
か
の
よ
う
で
実
は
何
も

限
定

し
な
い
。
現
在
に
到
達
す
る
だ
け
で
あ
る
。

最

後
期
の
西
田
の
思
考
が
形
式
的
に
な
る
と
い
う
批
判
は
あ
る
。
確
か
に
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
の
論
理
は
形
式
的
に
完
成
し
た
か
に

見
え

る
し
、
叙
述
も
反
復
が
目
立

つ
。
し
か
し
、
「理
論
と
数
理
」
(
】
九
四
四
・三
)
に
始
ま

っ
た

「数
学
の
哲
学

的
基
礎
附
け
」
「生
命
」

「場
所
的

論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」
に
至
る
論
考
は
、
最
晩
年

の

一
連
の
作
業
で
あ
る
。
西
田
の
動
機
は
や
は
り

一
貫
し
て
い
る
。
究

極

の
普
遍
性
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
個
物

(
の
論
証
)
、
完
全
な
論
理
性
に
於
て
あ
る
生
命
力
、
形
式
と
力
の
統

一
、
そ
れ
ら
明
晰
な
論
理
と

非
合

理
的
な
力
が
別
の
も
の
で
な

い
現
象
、
西
田
が
定
義
し
続
け
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
自
己
と
称
さ
れ
る
現
在
と
い
う
現
象
に
向
か

っ
て
、
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そ
れ
が
普
遍
性
の
証
で
あ
る
か
の
よ
う
に
知
識
の
全
量
を
動
員
し
て
迫
り
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
我

々
な
ら
普
遍
性
を
そ
の
よ

う
な
も
の
と
は
信
じ
な

い
だ
ろ
う
。
躍
動
す
る
個
物
と
究
極
の
普
遍
性
と
、
述
語
論
理
を
構
成
す
る
究
極
の
二
項
対
立
は
、
意
識
と
い
う

た

っ
た

一
つ
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な

い
場
ー
現
在
で
、
引
き
裂
か
れ
る
他
な
い
の
は
述
語
論
理
の
必
然
で
は
な

い
か
。

　

西
田
の
論
理
は
閉
ざ
さ
れ
た
論
理
と
か
他
者
の
不
在
と
評
さ
れ
る

一
方
で
、
し
か
し
西
田
は
誰
よ
り
外
部
に
目
を
凝
ら
し
て
い
た
。
当

然

で
あ
る
。
究
極
の
普
遍
性

へ
の
渇
望
は
あ
ら
ゆ
る
概
念
を
飲
み
込
む
究
極
の
述
語

へ
の
志
向

の
こ
と
で
あ
る
。
外
部
の
知
と
の
格
闘
な

し
に
述
語
論
理
の
深
化
も
あ
り
得
な

い
。
そ
れ
は
普
遍
性
の
探
求
と
同
義
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
上
で
尚
、
西
田
の
論
理
自
体
に
上

の
批
判
は
妥
当
す
る
。
対
極
的
な
二
項
対
立

(絶
対
矛
盾
)
は
、
そ
の
論
理
性
故
に
他
を
排
除
し
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
し
か
し
西
田
が

何

故
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
普
遍
性

(絶
対
無
)
を
志
向
し
た
か
、
そ
の
わ
け
を
日
本
や
近
代
と
い
う
構
造
に
解
消
す
る
こ
と
は
暫
く
保
留
し

よ
う
。
本
稿
は
筆
者

の

「西
田
哲
学

の
問
い
」
の
拙

い
第

一
歩
で
あ
る
。

註

①

三
木
清

「
西

田
哲

学

の
性
格

に

つ
い
て
」

『
三
木
清

全
集

』

(岩

波
書

店

一
九

六
九

)

第

十
巻

四

三
三
頁

②

『
西

田
幾

多
郎

全
集

』

(岩

波
書

店

一
九

七
九
)

以

下
、

本
文

中

の
引
用
箇

所

は
同
全

集

の
巻

数

と
頁

数

で
表
記

す

る
。

③

既

に
ジ

ョ
ン

・
C

・
マ
ラ

ル
ド

氏

に
、
.、↓
ゴ
①
》
び
ω
o
冨
冨

勺
お
ω
窪

鴬

O
ゴ
器
8

霞

o
げ
冨
ω
日

o
h
田

ω
8
昌

ぎ

Z
δ
竃
α
鋤
勺
ぼ
δ
ω
8

ξ

."
(『
西

田
哲

学
』

一
九

九

四

創
文
社

所

収
)

が
あ

る
が
、

問
題

意
識

は
些

か
異
な

る

。

④

中

村
雄

二
郎

『西

田
哲
学

の
脱

構
築

』

(岩
波

書
店

一
九

八
七
)

≡

二
八
頁

へ
ー

ゲ

ル
の
過

程
的
弁

証

法

の
批

判

と
し

て
読

ま
れ

て
い
る

が
、
永
遠

の
今

は
当

面
は

西

田

の
時
間

に

つ
い
て

の
理
解

と

い
う

限
定

を
持

つ
。
そ

の
永

遠

の
今
と

い
う

時
が

絶
対

無

の
自

己
限
定

と

同
様

の
構
造

を
持

つ
も

の
と

し

て
示
さ
れ

て
い
る

の
で
あ

る
。

⑤

勿

論
、

例
外

は
多

々
指
摘

で
き

る
。

例
え
ば

八
-

三
〇
〇
、

五

二
七

等

参

照
。

⑥

末

木
剛
博

『
西

田
幾
多

郎

そ

の
哲
学
大

系

皿
』

(春
秋

社

一
九

八
七
)

一
五
〇
頁
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⑦

大
橋

良
介

「西

田
と

ハ
イ
デ

ッ
ガ

ー
」

(『
西

田
哲
学

の
世

界
』

筑
摩

書
房

一
九
九

五
)

一
八

五
頁

中
村
前

掲

書

八
七

頁
も
参

照
。

⑧

フ

ッ
サ

ー

ル
の
後
期

思
想

を
特

徴
づ

け

る
概
念

。
ベ

ル
グ

ソ

ン
を

批
判

す

る
西

田

の
論

理
と

フ

ッ
サ
ー

ル

の
後

期
時

間
論

に

は
、
問

題
意

識

に
類

似
性

が
指
摘

で
き

る

か
も
知

れ
な

い
。

今
後

の
課
題
と

し
た

い
。

K

・
ヘ
ル
ト

『生

き
生

き

し
た

現
在

』

(北
斗

出
版

.

一
九
八

八
)
参

照
。

⑨

戸
坂
潤

「
〈無

の
論
理
〉

は
論

理

で
あ

る
か

ー

西

田
哲
学

の
方

法

に

つ
い

て
ー

」

(
一
九

三
三

.
八
)

『
戸
坂
潤

全
集

』
巻

二

(到
草

書
房

昭
和

四

一
年
)

所
収

⑩

中

村
雄

二
郎

前

掲
書

二
四

三
頁

⑪

ジ

ョ
ン

・
C

・
マ
ラ

ル
ド

「自

己
写
像

と
自
覚

」

(上

田
閑
照

篇

『
西

田
哲
学

へ
の
問

い
』
岩
波

書
店

一
九

九
〇
)

三

三
-

六

八
頁

⑫

上
山
春

平

『
西

田
幾
多

郎

』

(
日
本

の
名
著

四
七

中

央

公
論
社

一
九

七
〇
)

解
説

⑬

末

木
剛

博

前
掲

書

一
八
頁

⑭

中
村
雄

二
郎

前

掲
書

一
四
六

頁

⑮

大
橋
良

介

前
掲

書

二
二
四
頁

⑯

柄
谷
行

人

「ラ

イ
プ

ニ

ッ
ツ
症
候

群
」

(
『思

潮
』

一
九
八
九

・
恥
3

思
潮
社

)
四
八
1

五

八
頁

に

い
う

、
西
田

の
提
起

し
た

「理
念

に

欠
陥
が

あ

る
」
と

は
、

そ

の
よ
う
な

哲
学

に
欠

陥
が

あ

る
と
し

て
、

「
西

田
に
お

い
て
、
個

-

場
所
と

い
う

回
路

は

予
定
調

和
的

に
閉

じ
ら
れ

て
い
る
。

そ

こ
に

は
他
者

と
し

て

の
汝
が
出

て
く

る
余

地

は
な

い
。
こ

の
他

者
と

は
相

対
的
な

他
者

で
、
こ
の
他
者

こ
そ
語

の
正

し
く
外
部

で
あ

り
、
そ

の
よ

う

な

外
部

と

の
交
通

(関
係

)

こ
そ
他
者

と

の
関
係

と
呼

べ

る
。

つ
ま
り
、
完

結

し
得
な

い
体

系

で
あ
り

、

「全
体

を
透

過

し
う
る

視
点
な

ど
あ

り

え

な

い
」

の
で
あ
る

。
西
田

の

い
う

「我

と
汝

の
関

係
」
は
絶

対
的
な

他
者

と

の
関
係

で
あ

り
、
そ
れ

は
む

し
ろ

「相

対
的
な

他
者

と

の
関
係

を
内

面

化

」
し
た
も

の
で
あ

る

、

つ
ま

り

予
定

調
和
的

に
閉

じ
た

一
元
論

で
あ

る
、
と

い
う
。

こ
れ

は
柄

谷

の
場
合
、
体

系
的

に
完

結
す

る
哲
学

と

い
う
知

の
様
態

、
知

の
制
度

の
批
判

で
も

あ
る

。
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